
 

 

令和６年度 第２回川根本町地域公共交通会議 

 

令和６年 12 月 25 日（水）14 時 00 分～ 

川根本町役場３階会議室 

 

 

次    第 

 

１ 開  会 

 

 

２ 町長（会長）挨拶 

 

 

３ 協議事項 

１ 令和７年度 川根本町自主運行事業計画について         資料１ 

      （１） 町営バス 

      （２） 外出支援サービス事業（市町村福祉輸送） 

２ 令和７年度 山犬段送迎タクシー実証事業について        資料２ 

３ 川根本町地域公共交通計画について                 資料３ 

（１）  地域別意見交換会開催結果及び各種アンケート調査結果報告 

（２）  川根本町地域公共交通計画の全体像（12 月時点） 

 

 

４ 報告事項 

   １ 令和６年度中部運輸局における第三者評価委員会について   資料４ 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉  会 



区　　　分 所　　　属 氏　　名 代理出席者 備考

1 中部運輸局静岡運輸支局
長又はその指名する者

中部運輸局静岡運輸支局
首席運輸企画専門官 増田　秀典

2 静岡県警察 島田警察署　交通課長 武田　功 欠席

3 静岡県道路管理者 島田土木事務所　所長 内山　賀津高 欠席

4 静岡県 静岡県交通基盤部都市局
地域交通課長 片山　広文 榊原　秀作

5 一般社団法人静岡県バス協会 一般社団法人静岡県バス
協会専務理事 堀内　哲郎 欠席

6 一般乗合旅客自動車
運送事業者

株式会社大鉄アドバンス
取締役タクシー乗合バス事業部長 伊藤　和則

7 一般貸切（乗用）旅客
自動車運送事業者

株式会社大鉄アドバンス
大鉄タクシー千頭営業所 芹澤　健一

8
一般旅客自動車運送事業者の
事業用自動車の運転者が
組織する団体

株式会社大鉄アドバンス
大鉄タクシー労働組合執行
委員長

新間　均 欠席

9 住民又は利用者の代表 川根本町バス路線対策委員長 森下　洋一 欠席

10 住民又は利用者の代表 バス路線対策委員会委員
川根本町民生委員 大村　富子 欠席

11 住民又は利用者の代表 バス路線対策委員会委員
川根本町民生委員 中村　玲子

12 住民又は利用者の代表 川根本町商工会　事務局長 平口　慶喜 西澤　孝仁

13 住民又は利用者の代表 社会福祉法人川根本町社会
福祉協議会　事務局長 加藤　史崇

14 住民又は利用者の代表 川根本町いきいきクラブ連合会
会長 諸田　強

15 学識経験者 南山大学総合政策学部　　教授 石川　良文

16 町長 川根本町長 薗田　靖邦

17 川根本町 総務課長 大村　妃佐良 欠席

18 川根本町 経営戦略課長 坂下　誠

19 川根本町 高齢者福祉課長 竹野　克彦

20 川根本町 観光交流課長 坂本　喜弘 山岸　厚史

21 川根本町 教育総務課長 平松　敏浩

令和６年度　第２回川根本町地域公共交通会議 委員名簿



安心・便利な輸送サービスを提供することにより、快適で住みやすい生活環境を整備するとともに
地域内外の交流人口を増大させ、町の活性化を図る。

　① 市町自主運行事業申出（R6.9.20付）

　　申出

　協議要請

　　・申出路線の検討、調整
　　・市町生活交通確保計画案

　　④協議会開催
　　　・県生活交通確保計画（R7.2.20）

№ 名称 運行区間 キロ程
(km)

運行回数
(回/日) 運行日 １日平均乗

車人数(人)
運行車両

（乗車定員）

1 千頭・家山線 千頭駅〜家山駅 26.1 6.0 年中 110.0 55人乗り

2 寸又峡線 寸又峡温泉〜千頭駅 16.3 5.0 年中 29.0 50人乗り

3 デマンドタクシー 町内全域 年中 28.2 トヨタハイエース
（10名）

令和７年度の運行開始（R7.4.1）

議事１

令和７年度 川根本町自主運行事業計画について

１ 目 的

町 県（静岡県生活交通確保対策協議会）

　　②地区幹事会開催（R6.11.7）
　　　・申出路線の現況報告

　③　川根本町地域公共交通会議開催
（R6.12.25予定）

２ 自主運行申出から運行までの流れ

３ 運行路線の概要

－1－

資料１



バス路線概要書　１

１　路線名

２　運行経路

４　キロ程

５　運行日

６　運行本数

【区間制運賃】

　一般︓100円~500円

　小中高生・75歳以上・障がい者︓一般の運賃の50％

　未就学児︓無料

　株式会社大鉄アドバンス

（住所）島田市金谷東２丁目1112-2　

９　運行車両

10　バス停数

11　１本あたり運行時間

　千頭・家山線

　千頭駅~家山駅

　26.1ｋｍ

　毎日

往復６便

７　運賃

８　運行事業者

　55人乗り大型バス

　17個

　45分
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「千頭・家山線」時刻表

<運行日：毎日＞
停留所名 時刻 時刻 時刻 時刻 時刻 時刻

千頭駅 5:35 7:22 10:55 15:30 17:35 19:30
田代 5:37 7:24 10:57 15:32 17:37 19:32
崎平 5:39 7:26 10:59 15:34 17:39 19:34
青部駅 5:41 7:28 11:01 15:36 17:41 19:36
藤川 5:43 7:30 11:03 15:38 17:43 19:38
徳山 5:45 7:32 11:05 15:40 17:45 19:40
茶茗舘前 5:47 7:34 11:07 15:42 17:47 19:42
水川集会所前 5:49 7:36 11:09 15:44 17:49 19:44
上長尾集会所前 5:53 7:40 11:13 15:48 17:53 19:48
島田掛川信用金庫前 5:54 7:41 11:14 15:49 17:54 19:49
四季の里前 5:56 7:43 11:16 15:51 17:56 19:51
JA川根中央倉庫前 5:58 7:45 11:18 15:53 17:58 19:53
下泉駅 5:59 7:46 11:19 15:54 17:59 19:54
塩郷駅 6:03 7:50 11:23 15:58 18:03 19:58
地名 6:06 7:53 11:26 16:01 18:06 20:01
川根温泉ホテル（降車専用） 6:11 7:58 11:31 16:06 18:11 20:06
家山駅 6:20 8:07 11:40 16:15 18:20 20:15

停留所名 時刻 時刻 時刻 時刻 時刻 時刻
家山駅 6:30 8:15 11:47 16:25 18:35 20:25
川根温泉ホテル（乗車専用） 6:37 8:22 11:54 16:32 18:42 20:32
地名 6:42 8:27 11:59 16:37 18:47 20:37
塩郷駅 6:45 8:30 12:02 16:40 18:50 20:40
下泉駅 6:49 8:34 12:06 16:44 18:54 20:44
ＪＡ川根中央倉庫前 6:50 8:35 12:07 16:45 18:55 20:45
四季の里前 6:52 8:37 12:09 16:47 18:57 20:47
島田掛川信用金庫前 6:54 8:39 12:11 16:49 18:59 20:49
上長尾集会所前 6:55 8:40 12:12 16:50 19:00 20:50
水川集会所前 6:59 8:44 12:16 16:54 19:04 20:54
茶茗舘前 7:01 8:46 12:18 16:56 19:06 20:56
徳山 7:03 8:48 12:20 16:58 19:08 20:58
藤川 7:05 8:50 12:22 17:00 19:10 21:00
青部駅 7:07 8:52 12:24 17:02 19:12 21:02
崎平 7:09 8:54 12:26 17:04 19:14 21:04
田代 7:11 8:56 12:28 17:06 19:16 21:06
千頭駅 7:15 9:00 12:32 17:10 19:20 21:10

千
頭
駅
　
行
き

家
山
駅
　
行
き
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バス路線概要書　２

１　路線名

２　運行経路

３　キロ程

４　運行日

５　運行本数

８　運行車両

参考　大鉄アドバンス運行路線

　運行経路・本数

　料金

　運行車両

６　運賃

７　運行事業者

　【毎日運行】寸又峡行き　１本　・　千頭行き　１本

　川根本町寸又峡線自主運行便と同じ

　50人乗り大型バス

　一般（町外）︓140円〜900円（子ども料金は大人の半額）

【区間制運賃】

　　　　　小中高生・75歳以上・障がい者︓一般の運賃の50％

　16.3km

　寸又峡温泉〜奥泉駅前〜千頭駅前

　寸又峡線

　50人乗り大型バス

（住所）島田市金谷東２丁目1112-2

　株式会社大鉄アドバンス

　　　　　未就学児︓無料

　町民　一般︓100円〜300円（100円毎割増）

　５便

　毎日
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<運行日︓毎日>
停留所名 町営 町営 町営 町営 町営 大鉄

千頭駅前 5:50 7:30 9:10 12:50 15:20 17:20
千頭 5:51 7:31 9:11 12:51 15:21 17:21
JA本川根支店前 5:52 7:32 9:12 12:52 15:22 17:22
両国吊橋 5:53 7:33 9:13 12:53 15:23 17:23
桑野山入口 5:54 7:34 9:14 12:54 15:24 17:24
もりのいずみ － － 9:19 － － －
白沢温泉入口 5:56 7:36 9:21 12:56 15:26 17:26
細尾入口 5:57 7:37 9:22 12:57 15:27 17:27
大沢入口 5:58 7:38 9:23 12:58 15:28 17:28
谷畑 5:59 7:39 9:24 12:59 15:29 17:29
奥泉駅前 6:00 7:40 9:25 13:00 15:30 17:30
うさぎ辻 6:11 7:51 9:36 13:11 15:41 17:41
寸又峡温泉入口 6:28 8:08 9:53 13:28 15:58 17:58
公民館前 6:29 8:09 9:54 13:29 15:59 17:59
寸又峡温泉 6:30 8:10 9:55 13:30 16:00 18:00

※「千頭駅前」5:50発便は「寸又峡温泉」バス停まで運行（毎日）
※上記以外の便は令和7年3月15日〜12月12日までは「寸又峡温泉入口」止まり（令和7年12月13日〜令和8年3月13日までは「寸又峡温泉」まで運行）

停留所名 町営 町営 町営 町営 町営 大鉄

寸又峡温泉 6:35 8:20 10:05 14:10 16:30 18:00
公民館前 6:36 8:21 10:06 14:11 16:31 18:01
寸又峡温泉入口 6:37 8:22 10:07 14:12 16:32 18:02
うさぎ辻 6:54 8:39 10:24 14:29 16:49 18:19
奥泉駅前 7:05 8:50 10:35 14:40 17:00 18:30
谷畑 7:06 8:51 10:36 14:41 17:01 18:31
大沢入口 7:07 8:52 10:37 14:42 17:02 18:32
細尾入口 7:08 8:53 10:38 14:43 17:03 18:33
白沢温泉入口 7:09 8:54 10:39 14:44 17:04 18:34
もりのいずみ － － － 14:47 － －
桑野山入口 7:11 8:56 10:41 14:51 17:06 18:36
両国吊橋 7:12 8:57 10:42 14:52 17:07 18:37
JA本川根支店前 7:13 8:58 10:43 14:53 17:08 18:38
千頭 7:14 8:59 10:44 14:54 17:09 18:39
千頭駅前 7:15 9:00 10:45 14:55 17:10 18:40

※「寸又峡温泉」6:35発便は「寸又峡温泉」から発車（毎日）
※上記以外の便は令和7年3月15日〜12月12日までは「寸又峡温泉入口」から発車（令和7年12月13日〜令和8年3月13日までは「寸又峡温泉」から発車）

寸
又
峡
温
泉
　
行
き

千
頭
駅
前
　
行
き
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バス路線概要書 ３ 

１ 種  別 おでかけ号 

２ 運行区域 町内全域 

３ 運 行 日 毎 日 

４ 運行時間 
平  日 7︓00〜12︓00  13︓00〜19︓00 
祝・休日 8︓00〜12︓00  13︓00〜18︓00 

５ 運  賃 

10 ㎞未満 100 円 
10km 以上 12 ㎞未満 200 円 
12km 以上 15 ㎞未満 300 円 
15km 以上 20km 未満 500 円 
20km 以上 1,000 円 

３歳以上小学生以下・中高生・75 歳以上・障がい者︓一般運賃の半額 

６ 運行事業者 
株式会社大鉄アドバンス 
（住所）島田市金谷東２丁目 1112－2 （電話）0547-46-2370 

７ 運行車両 

10 人乗りワゴン車 ３両 
 
 
 
 

 

一般運賃 
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令和７年度外出支援サービスについて（福祉有償運送）               

委託先 

（利用者） 

㈱大鉄アドバンス 

（町内全域） 

運行区間 

町内及び近隣市区町 

① 近隣市区町として利用可能な市区町は、島田市、藤枝市、焼津市、静岡市 

葵区、静岡市駿河区、吉田町、牧之原市及び浜松市天竜区春野町の範囲 

② 町外への利用は、利用の際の発地または着地が、町内であること。 

利用範囲 

運行範囲は、運行区間内とし、次に定める範囲とする。 

① 福祉施設への通所及び入退所 

② 病院への通院、入退院 

③ 公共機関での諸手続き（町内に限る） 

④ 金融機関等での諸手続き（町内に限る） 

⑤ その他町長が認める範囲 

運行日 

 運行日は利用の状況に対応し、次にあげる日以外とする。 

 （１）日曜日 

 （２）１月 1 日から同月３日まで及び１２月２９日から同月３１日まで 

対象者 

① 運転免許を有しない６５歳以上の高齢者 

② 身体障害者 

③ 肢体不自由、内部障害、知的障害者、精神障害その他の障害を有する者 

④ その他町長が認める者 

運 賃 別  紙 

使用車両 

① ７人乗、座席回転シート車 

（セレナ） 

② １０人乗、車椅子移動車 

（ハイエース） 

③  ６人乗、助手席回転シート車 

（シエンタ） 

 

④  ７人乗、助手席リフトアップ付き車 

（ノア①） 

⑤  ７人乗、助手席リフトアップ付き車 

（ノア②） 

 

 

 

車両数 5 台 
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※ 利用料金は、走行距離・利用先によって利用料金が決まります。

なお下記料金は、全て片道利用の金額です。往復利用の場合は、表示額の倍となります。

① 町内及び島田市川根町･浜松市天竜区春野町
（単位：円）

② 島田市、藤枝市、牧之原市、吉田町、焼津市
（単位：円）

島田市
（川根町を除く）

藤枝市
牧之原市

吉田町、焼津市

久野脇区、地名区 1,300 1,600 1,800
藤川区、水川区、上長尾区、高郷区、梅高区

八中区、下長尾区、瀬平区、久保尾区、下泉区

壱町河内区、田野口区、徳山区

前山区、田代区、　柳三区、　崎平区、　青部区 1,700 2,000 2,200
奥泉区、大谷区、沢間区、桑野山区、平栗区、

寺馬区、千頭西・東区、小長井区、上岸区、坂京区

洗富小幡区 2,100 2,400 2,600
接岨区、　大間区 2,300 2,600 2,800

③ 静岡市（駿河区、葵区）
（単位：円）

利用料金

寺馬区、千頭西区、千頭東区、小長井区、上岸区、前山区、田代区、洗富小幡区

奥泉区、　大谷区、　　沢間区、　桑野山区、平栗区、柳三区、

崎平区、　青部区、　　坂京区、　藤川区、　徳山区

水川区、　上長尾区、　田野口区、　高郷区 1,900
接岨区、大間区、八中区、梅高区、下長尾区、瀬平区、久野脇区、地名区、下泉区

久保尾区、壱町河内区 2,300

④ その他（割引制度、付添い料金）

障 害 者 割 引  重度障害者（1・2級及び3級で内部疾患者）について、通常料金から２割を減額

 同時に2人が利用する場合、それぞれ通常料金から２割減額
 同時に3人以上が利用する場合、それぞれ通常料金から４割減額
 ※ただし、運送距離が1.5㎞以下の場合、相乗りによって一度に利用した利用登録
者全てが支払う利用料金の合計額は370円を上限とし、同じ条件で2㎞以下の場合
は460円、以降1㎞増す毎180円を加算した額を上限とする。
 ※ただし、「島田市便」には相乗り割引は適用しない。

　千頭発「島田市便」を利用する場合、乗車人数に関係なく通常料金から５割減額
 ※ただし、人工透析のための利用については適用しない。

付 添 い 料 金
 １人料金(通常料金)の５割分
 ※ただし､利用申請の際､付添い人が付く事を条件とする場合は徴収しない｡

相 乗 り 割 引

島田市便割引

地　　　　　区　　　　　名

1,500

1,700

2,100

種　　　別 内　　　　　　　　　　　　　容

地　　　　区　　　　名
通　常　利　用　料　金

1,500 1,800 2,000

1,900 2,200 2,400

川根本町外出支援サービス利用料金表 （令和2年4月1日より）

地　　　　区　　　　名 通　常　利　用　料　金

町内全地区及び島田市川根町、
浜松市天竜区春野町

６kmまで240円、以降１km増す毎 40円加算
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令和７年度 山犬段送迎タクシー実証事業について 

１ 経 緯 

  山犬段送迎タクシー実証事業において、来年度も今年度と同様に静岡市に営業所を置く

千代田タクシー㈱が運行することとなりました。 

なお、千代田タクシー㈱が運行する場合、区域外営業となるため、以下の手続きが必要

となります。 

 

① 川根本町が交通圏になる藤枝・焼津交通圏のタクシー事業者で他に運行できる事

業者が無いか確認を得る。 

② 川根本町公共交通会議で千代田タクシー㈱が区域外営業を実施することを認める

決議を得る。 

 

① については、令和６年 10 月 17 日に行われた静岡県タクシー協会志太・榛原支部会 

の定例会合において、当該事業への参画意思のある事業者はいないことを確認し、了承を

得ました。（資料２－２参照） 

よって、川根本町公共交通会議において、千代田タクシー㈱の区域外営業について協議

します。 

   

２ 運行経路 

 ○１便：静岡駅北口➡川根本町役場➡ウッドハウスおろくぼ➡大札山肩登山口➡山犬段 

  ○２便：山犬段➡大札山肩登山口➡ウッドハウスおろくぼ➡川根本町役場 

  ○３便：川根本町役場➡ウッドハウスおろくぼ➡大札山肩登山口➡山犬段 

  ○４便：山犬段➡大札山肩登山口➡ウッドハウスおろくぼ➡川根本町役場➡静岡駅北口 

  ※２便および３便が区域外営業に該当 

 

３ 運行日（案） 

  令和７年４月２５日（金）、２６日（土）、２７日（日）、２９日（火） 

      ５月２日（金）、３日（土）、４日（日）、５日（月）、６日（火）、９日（金）、

１０日（土）、１１日（日）、１６日（金）、１７日（土）、１８日（日）、

２３日（金）、２４日（土）、２５日（日）、３０日（金）、３１日（土） 

      ６月１日（日） 

      10 月１１日（土）、１２日（日）、１３日（月）、１７日（金）、１８日（土）、

１９日（日）、２５日（土）、２６日（日） 

      11 月１日（土）、２日（日）、３日（月）、７日（金）、８日（土）、９日（日） 

 

     計３５日間 

 

４ 参考：千代田タクシー㈱選定理由 

・大札山肩登山口へつながる林道南赤石線が令和元年５月に発生した大規模な法面の

崩落により許可車両のみ運行可能 

・令和５年度、６年度に当該事業の運行実績あり 

・静岡市において南アルプス登山タクシーによる登山客輸送実績あり 

－9－
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千代田タクシー㈱の区域外運行について藤枝・焼津交通圏事業者に 
説明、了承を得た件についての報告書 

2024/10/23 
令和６年 10 月 17 日、静岡県タクシー協会志太・榛原支部会（支部長株式会社アン

ビ・ア代表取締役松永勝裕氏）の定例会合に赴き、参加各社に川根本町の２０２５年
度山犬段送迎タクシー実証事業の経緯について説明しました。 
 
説明内容は資料 1 に基づいて以下の通りです。 
1， 千代田タクシー㈱が山犬段送迎タクシーの全便を運行しようする場合、２便、３便

は区域外営業となり違反行為に当たる。 
2， 川根本町が交通圏になる藤枝・焼津交通圏のタクシー事業者で他に運行できる事業

者が無いか確認の必要がある。 
3， 2，で事業者が無い場合は、川根本町の公共交通会議で千代田タクシー㈱が区域外営

業を実施することを認める決議が必要である。 
4， ３、の決議文を添えて千代田タクシー㈱が区域外営業許可の申請を中部運輸局に提

出し、許可を得る必要がある。 
 
上記の説明後、質問等を受けましたが質問はありませんでした。 
 
最後にこの事業に参画の意思のある事業者さんは居ませんか？との問いに対しては、１
社も挙手はありませんでした。 

 
会の進行役である松永支部長の「この件について皆さん了承されるという事でよろしい
ですか？」との問に対し、全員より了承を得ました。 
 
尚、会議に参加の各社及び説明者は以下の通りです。 
参加会社 
1，㈱アンビ・ア 2，焼津港タクシー㈱ 3，㈱MA 通称 4，丸新交通㈱ 5，藤枝タ
クシー㈱ 6，志太交通㈱ 7，島田タクシー㈱ 8，(有)平和タクシー 9，(有)小泉タ
クシー 10，㈱金谷タクシー 11，大井タクシー㈱ 12，㈱大鉄アドバンス 13，東海
タクシー㈱ 14，御前崎タクシー㈱ 15，静鉄タクシー㈱藤枝営業所 
説明者 
千代田タクシー㈱代表取締役 加藤高立 

専務取締役 加藤太朗 
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が
あ

り
ま

す
。

こ
れ

ら
の

事
情

に
よ

り
運

行
人

員
確

保
と

研
修

（そ
も

そ
も

現
地

ま
で

距
離

が
あ

る
）の

課
題

も
あ

り
ま

し
た

。

区
域

外
営

業
の

問
題

で
事

業
開

始
当

初
（
５

月
）
に

先
陣

を
切

っ
て

ご
運

行
い

た
だ

い
た

金
谷

タ
ク

シ
ー

様
に

は
心

よ
り

感
謝

申
し

上
げ

ま
す

。

上
記

の
通

り
大

変
な

事
業

で
は

あ
り

ま
す

が
、

川
根

本
町

の
新

た
な

魅
力

を
発

信
す

る
良

い
機

会
に

な
っ

て
い

る
こ

と
や

、
地

元
の

他
事

業
と

の
連

携
も

含
め

今
後

の
発

展
が

期
待

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
山

犬
段

送
迎

を
通

じ
て

川
根

本
町

の
更

な
る

発
展

に
は

町
の

期
待

も
大

き
い

か
と

思
い

ま
す

。
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今
後

に
つ

い
て

…
詳

細
は

未
定

で
す

が
、

来
年

度
も

同
事

業
を

予
定

し
て

い
る

た
め

、
事

業
の

性
質

上
、

来
年

度
に

つ
い

て
も

同
様

の
説

明
を

い
た

し
ま

す
。

1.
千

代
田

タ
ク

シ
ー

㈱
が

山
犬

段
送

迎
タ

ク
シ

ー
の

全
便

を
運

行
し

よ
う

す
る

場
合

、
２

便
、

３
便

（
資

料
内

2P
）

は
区

域
外

営
業

と
な

り
違

反
行

為
に

当
た

り
ま

す
。

2.
川

根
本

町
が

交
通

圏
に

な
る

藤
枝

・
焼

津
交

通
圏

の
タ

ク
シ

ー
事

業
者

で
他

に
運

行
で

き
る

事
業

者
が

無
い

か
確

認
の

必
要

が
あ

り
ま

す
。

3.
2．

で
事

業
者

が
無

い
場

合
は

、
川

根
本

町
の

公
共

交
通

会
議

で
千

代
田

タ
ク

シ
ー

㈱
が

区
域

外
営

業
を

実
施

す
る

こ
と

を
認

め
る

決
議

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
4.

3．
の

決
議

文
を

添
え

て
千

代
田

タ
ク

シ
ー

㈱
が

区
域

外
営

業
許

可
の

申
請

を
中

部
運

輸
局

に
提

出
し

、
許

可
を

得
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

上
記

説
明

の
2．

に
つ

き
ま

し
て

下
記

質
問

に
て

意
思

の
確

認
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

Q
,焼

津
・

藤
枝

交
通

圏
で

当
事

業
に

参
画

の
ご

意
思

の
あ

る
事

業
者

様
は

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

か
。

以
上

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
引

き
続

き
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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■
調

査
概

要

■
当

日
の

様
子

実
施
目

的
地
域
の
移
動
状
況

や
問
題
点
等

を
把
握

す
る
た
め

把
握

し
た
内
容

を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
設
計

に
活
用

す
る
た
め

参
加

者
各
地
区
の
代
表
者

（
各
地
区

１
４
名

）

実
施
地

区
旧
中
川
根
地
区

、
旧
本
川
根
地

区

日
時

・
場

所
2
0
2
4
年

1
0
月

3
日

（
木

）
＠
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー

2
0
2
4
年

1
0
月

4
日

（
金

）
＠
川
根
本
町
文
化
会

館

プ
ロ
グ
ラ
ム

①
開

会
・
事
務
局

か
ら
挨

拶
・
趣
旨
説
明

（
計
画
策
定
の
背
景

や
目
的

、
地
区
別
意
見
交
換
会
の
位
置
付

け
）

・
当
日
の
流

れ
の
説

明

②
各
地
区
の
現
状
報

告
・
公
共
交
通
の
運
行
状
況
の
紹

介
・
想
定

さ
れ
る
問
題
点

・
課
題

を
説

明
※
交
通
事
業
者
が
抱

え
る
実
情

も
説

明

③
事
例
紹

介
・
公
共
交
通

に
関

す
る
参
考
事
例

を
紹

介

④
意
見
交

換
・
参
加
者
の
居
住
地
区

を
踏

ま
え
、
班

を
つ
く
る
。
班

ご
と
に
簡
単

な
自
己
紹

介
・
模
造
紙

と
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
を
用
い

て
、
移
動
状
況

や
困

り
ご
と
、
改
善

ア
イ
デ
ア
を
整

理

【
把
握

し
た
内
容

】
地
域
住
民
の
移
動
状
況

、
移
動

に
お
け
る
困

り
ご
と

ど
の

よ
う
な
時

、
ど
の

よ
う
な
人

に
公
共
交
通
が
必
要

か
求

め
ら
れ
る
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス

な
ど

⑤
結
果
発

表
・
各
班
の
結
果

を
発

表

公
共

交
通

に
関

す
る

意
見

交
換

会
結

果
概

要
資
料
３
－
１

■
結

果
概

要

＜
普

段
の

移
動

状
況

、
移

動
に
関
す
る
困
り
ご
と
＞

•
日

常
的

な
買

物
（
食

料
品
）
・
通

院
は

町
内

で
済
ま
せ
ら
れ

る
。

•
月
に
数

回
、
町
外
（
島

田
市

な
ど
）
に
買

い
回

り
品
の

買
物

に
出
か

け
て
い

る
。

•
眼

科
な

ど
の

専
門

医
は

町
外
に
行

か
な

い
と
い

け
な

い
。

•
若

い
人

は
、
島
田

方
面
ま
で

の
自

家
用
車

運
転
は

、
あ
ま
り
苦

で
は
な

い
。
高

齢
者

で
も
家

山

駅
周

辺
ま
で
な
ら
運

転
で

き
る
。

•
移

動
ス
ー
パ
ー
は
と
て
も
あ
り
が

た
い
。
近

所
の

人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
も
な

っ

て
い
る
。

•
子

ど
も
を
家

山
駅
や
島

田
駅

方
面
ま
で

送
迎

し
て
い

る
場

合
も
多
い

。

•
寸

又
峡

地
区
ま
で

の
ア
ク
セ
ス
が

良
く
な

い
。

＜
公

共
交

通
に
対
す
る
意

見
＞

•
大

井
川

鐵
道

は
運

賃
が

高
い

た
め

、
日

常
的
に
利

用
で

き
な
い

。

•
町

内
に
ど

の
よ
う
な

公
共

交
通

が
あ

る
の
か

を
知

ら
な
い

人
も
多
い

の
で
は

な
い
か

。
運
行

し

て
い
る
こ
と
は

知
っ
て
い
て
も
、
利

用
方

法
を
知

ら
な
い

場
合
も
多

い
の
で

は
な
い

か
。

•
近

距
離

の
移

動
で

使
え
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
と
あ

り
が
た

い
。

•
タ
ク
シ
ー
が

つ
か
ま
ら
な

い
。

＜
求

め
ら
れ
る
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
＞

•
大

井
川

鐵
道

の
通

学
定

期
券

購
入

を
助
成

し
て
も
ら
え
な

い
か

。

•
島

田
駅
ま
で
の

移
動
に
使
え
る
公
共

交
通

サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
と
良

い
の
で

は
な
い

か
。

•
子

ど
も
た
ち
が

行
き

た
い

場
所
に
行
け
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
で

は
な
い

か
。

•
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
の
よ
う
な

形
で

地
域
の

移
動

サ
ー
ビ
ス
を

確
保

で
き
な

い
か

。

＜
そ
の

他
＞

•
送

迎
が

負
担

な
の

で
、
子

ど
も
が

高
校
生

に
な

る
と
、
母
と
子

ど
も
が
町

外
に
引
っ
越

し
て
い

く
こ
と
も
多
い

。
そ
の
ま
ま
町

外
に
定

住
す
る
こ
と
も
あ

る
。

•
公

共
交

通
の

充
実

が
定

住
促

進
や
観
光

振
興
に
も
つ

な
が

る
の

で
は

な
い
か

。

1
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■
調

査
概

要

・
図
表
中
の

「
n
」
は
設
問
の
有
効
回
答
数

を
示

し
ま
す
。

・
図
表
中
の

「
Ｍ
Ａ
」
は
複
数
回
答
の
設
問

で
の
有
効
回
答
数
合
計

を
示

し
ま
す
。

・
調
査
結
果
の

グ
ラ
フ
は
、
各
回
答
の
比
率

（
％

）
で
表
示

し
て
い

ま
す
。

・
各
回
答
の
比
率

（
％

）
は
、
す
べ

て
小
数
点
以
下
第

２
位

を
四
捨
五
入

し
た
数
値

で
あ
る
た
め
、
各
回
答

の
比
率

（
％

）
の
合
計
が

1
0
0
％

に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
複
数
回
答
の
場
合

、
回
答
件
数
の
合
計

は
回
答
者
数

(1
0
0
％

)を
超

え
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
一

つ
に
回
答

に
対

し
て
複
数
回
答

し
て
い

る
等

、
本
人
の
意
思
が
読

み
取

れ
な
い
回
答

に
つ

い
て
は
集
計
上
無
回
答

に
分
類

し
て
い

ま
す
。

＜
ク
ロ
ス
集
計

に
つ
い

て
＞

・
単
一
回
答
の
設
問

に
関

し
て
は
、
グ
ラ
フ
の
数
値

は
5
.0

％
未
満

を
非
表
示

に
し
て
い

ま
す
。

・
複
数
回
答
の
設
問

に
関

し
て
は
、
表
の
数
値

を
以
下
の

と
お
り
着
色

し
て
い

ま
す
。

1
0
％
以
上

3
0
％
未
満

：
黄

色
3
0
％
以
上

5
0
％
未
満

：
緑

色
5
0
％
以
上

：
赤

色

■
調

査
結

果

調
査
対
象

者
町
内
全
世
帯

（
2
,6

8
1
世
帯

）

調
査
方

法
郵
送
配
布

、
郵
送

・
W
E
B
回

収

調
査
時

期
令
和

６
年

1
1
月

1
8
日

（
月

）
～

1
1
月

2
6
日

（
火

）

調
査
項

目
・
回
答
者
の
属

性
・
日
常
的

な
買
い
物

、
通
院

、
通
勤

・
通
学

に
つ
い

て
・
公
共
交
通
の
利
用
状

況
な
ど

回
収
状

況
回
収
票
数

：
1
,3

0
6
票

回
収
率

：
4
8
.7

％

１
．
回

答
者

の
属

性

①
年

代
、
居

住
地

 
高

齢
者

層
か
ら
の

回
答

が
多
く
、
7
0
歳

以
上

が
約

6
割

を
占

め
て
い

る
。

 
回

答
者

の
居

住
地
は
、
徳

山
が

多
い
。

町
民

ア
ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
概

要
②

自
家

用
車

利
用
に
つ

い
て

 
運

転
免

許
保

有
状

況
は
、
約

8
割

が
「
持

っ
て
い

る
」
と
回

答
し
て
い

る
。
2
0
代

～
7
0
代

で
は
、

9
割

以
上

が
運

転
免

許
を
持

っ
て
お
り
、
自

家
用

車
利

用
が

浸
透

し
て
い

る
こ
と
が

分
か
る
。

 
運

転
免
許

返
納

意
向

は
、
8
0
歳

以
上

の
約
2
割

が
運

転
免

許
返

納
意

向
を
示

し
て
い

る
。
ま
た
、

8
0
歳

以
上

の
約
3
割

が
「
移

動
が

不
便
に
な
る
た
め
、
返

納
は
考

え
て
い

な
い

」
と
回

答
し
て
い

る
。

図
年

齢
図

居
住
地

図
運

転
免

許
の

保
有

状
況

図
運

転
免

許
の

返
納

意
向

2
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③
運

転
状

況
に
つ

い
て

 
普

段
の

運
転

頻
度
は
、
約

7
割

が
「
週

に
5
日

以
上

」
と
回

答
し
て
い

る
。

 
無

理
な
く
運

転
で
き
る
時

間
は

、
「
1
2
0
分

以
上
」
が

約
3
割

で
最

も
高

い
。
年

齢
別

に
み
る
と
、

8
0
歳

以
上
で
は
、
「
3
0
～

5
0
分

」
が

約
3
割

で
、
他

の
年

代
と
比

較
し
て
高

く
な
っ
て
い

る
。

図
送

迎
の

負
担
感

表
負

担
を

感
じ
る
場

面

③
送
迎
に
つ
い

て

 
家

族
や
知

人
を
送

迎
す
る
こ
と
へ
の

負
担

感
は

、
約

8
割

が
「
ま
っ
た
く
負

担
感

は
な
い

」
「
あ
ま
り
負

担
感
は
な
い

」
と
回

答
し
て
い

る
。

 
負

担
を
感

じ
る
シ
ー
ン
と
し
て
は
、
「
自

身
が
忙

し
い

時
の

送
迎
に
負

担
感

が
あ
る
」
が

約
3

割
で
最

も
高

く
、
中

で
も
3
0
代

の
割

合
が

高
く
な
っ
て
い

る
。

図
普

段
の

運
転

頻
度

図
無

理
な
く
運

転
で

き
る
時

間

3

朝
時

間
帯

の

送
迎

に
負

担

感
が

あ
る

日
中

時
間

帯

の
送

迎
に

負

担
感

が
あ

る

夕
方

以
降

の

送
迎

に
負

担

感
が

あ
る

町
外

へ
の

送
迎

に
負

担

感
が

あ
る

町
内

の
送

迎

に
負

担
感

が

あ
る

自
身

が
忙

し

い
時

の
送

迎

に
負

担
感

が

あ
る

家
族

以
外

を

送
迎

す
る

際

に
負

担
感

が

あ
る

事
故

な
ど

が

心
配

で
心

理

的
に

負
担

が

あ
る

そ
の

他
無

回
答

合
計

全
体

n=
6
6
8

6
.7

%
3
.7

%
1
8
.3

%
1
7
.2

%
0
.9

%
2
8
.0

%
9.

4
%

1
7
.8

%
2
.8

%
3
3
.5

%
1
3
8
.5

%

19
歳

以
下

n=
0

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

20
歳

代

n=
9

1
1
.1

%
1
1
.1

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
1
.1

%
0.

0
%

3
3
.3

%
0
.0

%
3
3
.3

%
1
0
0
.0

%

30
歳

代

n=
1
9

1
0
.5

%
5
.3

%
1
0
.5

%
1
0
.5

%
0
.0

%
5
7
.9

%
0.

0
%

1
5
.8

%
5
.3

%
2
6
.3

%
1
4
2
.1

%

40
歳

代

n=
3
7

1
8
.9

%
1
0
.8

%
1
8
.9

%
3
5
.1

%
2
.7

%
2
9
.7

%
1
0
.8

%
1
6
.2

%
0
.0

%
1
8
.9

%
1
6
2
.2

%

50
歳

代

n=
7
2

1
6
.7

%
6
.9

%
1
2
.5

%
1
9
.4

%
1
.4

%
4
8
.6

%
8.

3
%

9
.7

%
1
.4

%
2
7
.8

%
1
5
2
.8

%

60
歳

代

n=
1
6
8

6
.0

%
4
.8

%
1
6
.1

%
1
4
.9

%
1
.2

%
3
8
.7

%
1
1
.3

%
1
4
.9

%
3
.0

%
3
3
.9

%
1
4
4
.6

%

70
歳

代

n=
2
2
6

4
.9

%
1
.8

%
1
9
.9

%
1
6
.4

%
0
.9

%
2
3
.9

%
9.

3
%

1
6
.8

%
4
.0

%
3
8
.1

%
1
3
5
.8

%

80
歳

以
上

n=
1
3
2

1
.5

%
1
.5

%
2
3
.5

%
1
7
.4

%
0
.0

%
7
.6

%
9.

8
%

2
6
.5

%
2
.3

%
3
3
.3

%
1
2
3
.5

%

負
担

を
感

じ
る

場
面

－24－



２
．
日

用
品

の
買

い
物
に
お
け
る
外
出

状
況

①
買

い
物

先

 
町

内
の

買
い

物
先
は
、
「
魚

勇
（
水

川
店
）
」
と
「
魚

勇
（
下

長
尾

店
）
」
が

多
く
、
そ
れ
ぞ

れ
約

3
割

を
占

め
て
い

る
。
年

齢
別
に
み
る
と
、
高

齢
に
な
る
ほ

ど
「
町

内
で
買

物
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い

」
の

回
答

が
少
な
い

傾
向
に
あ
る
。

 
町

外
の

買
い

物
先
は
、
島

田
市

が
多
く
、
約

7
割

を
占

め
て
い

る
。

図
町

外
の

買
い

物
先

図
買

い
物
に
出

か
け
る
時

間
帯

図
町

内
の

買
い

物
先

表
買

い
物
に
出

か
け
る
交

通
手
段

徒
歩

自
転

車
原

付
・

バ
イ

ク

自
動

車

（自
分

で

運
転

）

自
動

車

（
家

族
・

知
人

等
に

よ
る

送
迎

）

大
井

川
鐵

道
（本

線
・

井
川

線
）

路
線

バ
ス

（閑
蔵

線
）

町
営

バ
ス

（
千

頭
・

家
山

線
）

町
営

バ
ス

（
寸

又
峡

線
）

デ
マ

ン
ド

タ
ク

シ
ー

（
お

で
か

け

号
）

大
鉄

タ
ク

シ
ー

そ
の

他
無

回
答

合
計

全
体

n=
1
,1

96
7
.1

%
2
.3

%
1
.4

%
80

.9
%

17
.5

%
1.

1%
0.

2
%

1.
9
%

0
.4

%
3
.0

%
0
.3

%
1.

3%
0.

5%
11

8.
1%

19
歳

以
下

n=
4

50
.0

%
25

.0
%

0
.0

%
0.

0%
50

.0
%

0.
0%

0.
0
%

2
5.

0
%

0
.0

%
25

.0
%

0
.0

%
0.

0%
0.

0%
17

5.
0%

20
歳

代

n=
1
4

0
.0

%
7
.1

%
7
.1

%
1
00

.0
%

7.
1%

0.
0%

0.
0
%

0.
0
%

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0.

0%
0.

0%
12

1.
4%

30
歳

代

n=
2
9

0
.0

%
3
.4

%
0
.0

%
89

.7
%

31
.0

%
0.

0%
0.

0
%

0.
0
%

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0.

0%
0.

0%
12

4.
1%

40
歳

代

n=
4
9

4
.1

%
4
.1

%
2
.0

%
89

.8
%

20
.4

%
2.

0%
0.

0
%

2.
0
%

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0.

0%
0.

0%
12

4.
5%

50
歳

代

n=
1
18

6
.8

%
3
.4

%
0
.8

%
94

.1
%

8.
5%

0.
8%

0.
0
%

0.
0
%

0
.8

%
0
.8

%
0
.8

%
0.

0%
0.

0%
11

6.
9%

60
歳

代

n=
2
86

4
.2

%
2
.8

%
2
.1

%
89

.5
%

11
.9

%
0.

7%
0.

0
%

1.
7
%

0
.0

%
0
.3

%
0
.0

%
0.

3%
0.

3%
11

4.
0%

70
歳

代

n=
3
79

5
.5

%
1
.6

%
0
.8

%
88

.4
%

12
.4

%
1.

8%
0.

5
%

1.
8
%

0
.5

%
1
.1

%
0
.0

%
1.

1%
0.

0%
11

5.
6%

80
歳

以
上

n=
3
02

12
.9

%
1
.7

%
1
.3

%
57

.3
%

29
.8

%
0.

7%
0.

0
%

3.
0
%

0
.7

%
8
.9

%
1
.0

%
3.

6%
1.

7%
12

2.
5%

買
い

物
に

出
か

け
る

交
通

手
段

0.
3%

0.
7% 6.

8%
22

.7
%

27
.8

%
6.

0%
2.

6% 8.
3%

5.
4%

5.
2%

2.
8%

2.
6%

1.
3%

0.
2%

0.
2%

0.
1% 7.

2%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

6時
台

以
前

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

19
時

台

20
時

台

21
時

台
以

降

無
回

答
n=

1
,1

96

1.
3%

0.
1%

0.
0%

0.
3% 1.
2% 4.
3% 6.
4%

5.
8% 8.
9% 18

.5
%

19
.1

%
9.

7%
8.

5%
3.

2%
1.

7%
1.

2% 9.
7%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

6時
台

以
前

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

19
時

台

20
時

台

21
時

台
以

降

無
回

答
n
=
1,

19
6

図
買

い
物

か
ら
帰

る
時

間
帯

②
時
間

帯

 
出

か
け
る
時

間
帯
は
、
9
～

1
0
時

台
が

多
い

。

 
帰

る
時

間
帯
は
、
1
5
～

1
6
時

台
が

多
い

。

③
交
通

手
段

 
交

通
手

段
は
、
「
自

動
車
（
自

分
で
運

転
）
」
が

多
く
、
約

8
割

を
占

め
て
い

る
。

4
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1.
5% 8.

5%
29

.3
%

26
.9

%
15

.4
%

2.
4%

0.
6% 1.
4% 3.
0%

3.
0%

2.
5%

1.
0%

0.
0%

0.
0%

0.
0%

0.
1% 4.

4%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

6時
台

以
前

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

19
時

台

20
時

台

21
時

台
以

降

無
回

答
n
=1

,0
5
2

0.
6%

0.
0%

0.
6% 4.

6% 9.
1% 14

.8
%

14
.0

%
6.

9%
6.

6% 12
.8

%
9.

8%
6.

7%
3.

1%
0.

5%
0.

3%
0.

4% 9.
2%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

6時
台

以
前

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

19
時

台

20
時

台

21
時

台
以

降

無
回

答
n=

1
,0

52

図
町

内
の

通
院
先

図
町

外
の

通
院
先

表
通

院
に
出

か
け
る
交

通
手
段

図
通

院
に
出

か
け
る
時

間
帯

図
通

院
か
ら
帰

る
時

間
帯

徒
歩

自
転

車
原

付
・

バ
イ

ク

自
動

車

（自
分

で

運
転

）

自
動

車

（
家

族
・

知
人

等
に

よ
る

送
迎

）

大
井

川
鐵

道
（本

線
・

井
川

線
）

路
線

バ
ス

（閑
蔵

線
）

町
営

バ
ス

（千
頭

・

家
山

線
）

町
営

バ
ス

（寸
又

峡

線
）

デ
マ

ン
ド

タ
ク

シ
ー

（お
で

か
け

号
）

大
鉄

タ
ク

シ
ー

そ
の

他
無

回
答

合
計

全
体

n=
1,

05
2

5.
8%

1
.0

%
0
.8

%
76

.6
%

18
.0

%
0
.8

%
0
.1

%
1
.9

%
0
.3

%
4
.6

%
1
.7

%
2
.6

%
0
.8

%
1
14

.8
%

19
歳

以
下

n=
2

0.
0%

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
50

.0
%

0
.0

%
0
.0

%
50

.0
%

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
00

.0
%

20
歳

代

n=
6

0.
0%

0
.0

%
0
.0

%
1
00

.0
%

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
00

.0
%

30
歳

代

n=
15

0.
0%

0
.0

%
0
.0

%
1
00

.0
%

26
.7

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
26

.7
%

40
歳

代

n=
28

0.
0%

0
.0

%
0
.0

%
92

.9
%

14
.3

%
3
.6

%
0
.0

%
3
.6

%
0
.0

%
3
.6

%
3
.6

%
0
.0

%
0
.0

%
1
21

.4
%

50
歳

代

n=
72

4.
2%

2
.8

%
2
.8

%
91

.7
%

5
.6

%
1
.4

%
0
.0

%
1
.4

%
0
.0

%
0
.0

%
1
.4

%
0
.0

%
0
.0

%
1
11

.1
%

60
歳

代

n=
23

9
5.

0%
1
.3

%
0
.4

%
88

.3
%

9
.2

%
0
.8

%
0
.0

%
2
.1

%
0
.0

%
0
.8

%
0
.4

%
0
.8

%
0
.4

%
1
09

.6
%

70
歳

代

n=
35

4
5.

4%
1
.1

%
0
.0

%
88

.4
%

11
.9

%
0
.6

%
0
.3

%
1
.4

%
0
.0

%
1
.1

%
0
.8

%
1
.1

%
0
.3

%
1
12

.4
%

80
歳

以
上

n=
32

3
7.

7%
0
.6

%
1
.5

%
50

.2
%

33
.7

%
0
.6

%
0
.0

%
2
.2

%
0
.9

%
12

.4
%

3
.7

%
5
.9

%
1
.9

%
1
21

.4
%

通
院

に
出

か
け

る
交

通
手

段

２
．
通

院
に
お
け
る
外

出
状

況

①
通

院
先

 
町

内
の

通
院

先
は
、
「
上

長
尾

田
澤

内
科
医

院
」
と
「
本

川
根

診
療

所
」
が

多
く
、
そ
れ
ぞ

れ
約

2
割

を
占

め
て
い

る
。
年

齢
別
に
み
る
と
、
若

年
層

で
は
「
町

内
で
買

物
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い

」
の

回
答

が
多

い
傾

向
に
あ
る
。

 
町

外
の

買
物

先
は
、
島

田
市

が
多
く
、
約

6
割

を
占

め
て
い

る
。

②
時
間

帯

 
出

か
け
る
時

間
帯
は
、
8
～

9
時

台
が

多
い

。

 
帰

る
時

間
帯
は
、
1
1
～

1
2
時

台
と
1
5
時

台
が

多
い

。

③
交
通

手
段

 
交

通
手

段
は
、
「
自

動
車
（
自

分
で
運

転
）
」
が

多
く
、
約

8
割

を
占

め
て
い

る
。

5

－26－



③
交
通

手
段

 
交

通
手

段
は
、
「
自

動
車
（
自

分
で
運

転
）
」
が

多
く
、
約

9
割

を
占

め
て
い

る
。

3
．
通

勤
・
通

学
に
お
け
る
外

出
状

況

①
通

勤
・
通

学
の

状
況
と
通

勤
・
通

学
先

 
通

勤
・
通

学
の

状
況
は
、
「
通

勤
」
と
「
通

学
」
が

そ
れ
ぞ

れ
約

4
割

と
な
っ
て
い

る
。

 
通

勤
・
通

学
先
は
、
約

7
割

が
「
川

根
本

町
内
」
、
約

3
割

が
町

外
と
な
っ
て
い

る
。

図
通

勤
・
通

学
に
出

か
け
る
時

間
帯

図
通

勤
・
通

学
か
ら
帰

る
時

間
帯

表
通

勤
・
通

学
に
出

か
け
る
交

通
手

段

図
通

勤
・
通

学
先

図
通

勤
・
通

学
の

状
況

徒
歩

自
転

車
原

付
・

バ
イ

ク

自
動

車

（
自

分
で

運
転

）

自
動

車

（
家

族
・

知
人

等
に

よ
る

送
迎

）

大
井

川
鐵

道
（
本

線
・

井
川

線
）

路
線

バ
ス

（
閑

蔵
線

）

町
営

バ
ス

（
千

頭
・

家
山

線
）

町
営

バ
ス

（
寸

又
峡

線
）

デ
マ

ン
ド

タ
ク

シ
ー

（
お

で
か

け

号
）

大
鉄

タ
ク

シ
ー

そ
の

他
無

回
答

合
計

全
体

n
=
4
94

6
.3

%
1
.8

%
2
.8

%
9
0
.9

%
3
.8

%
0
.6

%
0
.0

%
0
.6

%
0
.0

%
0
.2

%
0
.0

%
0
.6

%
1
.0

%
1
0
8
.7

%

1
9
歳

以
下

n
=
3

6
6
.7

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
3
3
.3

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
0
0
.0

%

2
0
歳

代

n
=
1
4

2
8
.6

%
0
.0

%
7
.1

%
7
8
.6

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
1
4
.3

%

3
0
歳

代

n
=
2
6

1
1
.5

%
0
.0

%
0
.0

%
8
4
.6

%
7
.7

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
3
.8

%
1
0
7
.7

%

4
0
歳

代

n
=
4
4

6
.8

%
2
.3

%
2
.3

%
8
8
.6

%
9
.1

%
0
.0

%
0
.0

%
2
.3

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
1
1
.4

%

5
0
歳

代

n
=
9
9

9
.1

%
2
.0

%
3
.0

%
9
0
.9

%
2
.0

%
1
.0

%
0
.0

%
1
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
3
.0

%
0
.0

%
1
1
2
.1

%

6
0
歳

代

n
=
1
92

3
.6

%
2
.1

%
4
.7

%
9
2
.7

%
3
.6

%
0
.5

%
0
.0

%
0
.5

%
0
.0

%
0
.5

%
0
.0

%
0
.0

%
1
.6

%
1
0
9
.9

%

7
0
歳

代

n
=
1
06

2
.8

%
1
.9

%
0
.0

%
9
3
.4

%
2
.8

%
0
.9

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.9

%
1
0
2
.8

%

8
0
歳

以
上

n
=
9

0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
0
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
0
0
.0

%

通
勤

・
通

学
に

出
か

け
る

交
通

手
段

5.
7% 17

.2
%

44
.7

%
20

.2
%

4.
0%

1.
0%

0.
2% 1.
2%

0.
6%

0.
2%

0.
2%

0.
8%

0.
2%

0.
2%

0.
0%

0.
0%

0.
2%

0.
2% 3.
0%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

5時
台

以
前

6時
台

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

19
時

台

20
時

台

21
時

台

22
時

台
以

降

無
回

答
n=

4
94

1.
2% 1.
6%

0.
2%

1.
0%

1.
0%

1.
0%

0.
6% 1.
8%

1.
6%

1.
0% 4.
0% 10

.7
%

33
.0

%
22

.3
%

7.
1%

2.
8%

1.
2%

1.
6% 6.

1%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

5時
台

以
前

6時
台

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

19
時

台

20
時

台

21
時

台

22
時

台
以

降

無
回

答
n
=
49

4

②
時
間

帯

 
出

か
け
る
時

間
帯
は
、
7
時

台
が

多
い

。

 
帰

る
時

間
帯
は
、
1
7
～

1
8
時

台
が

多
い

。

6
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4
．
大

井
川

鐵
道
に
つ

い
て

①
利

用
頻

度
と
町
民

割
引
に
つ

い
て

 
利

用
頻

度
は
、
約

9
割

が
「
ほ
と
ん
ど
利

用
し
な
い

」
と
回

答
し
て
い

る
。

 
町

民
割

引
が

適
用
さ
れ
る
場

合
の
利

用
意

向
は
、
3
割

引
と
5
割

引
の

場
合

と
も
に
約

4
割

が
利

用
意

向
を
示

し
て
い

る
。

表
大

井
川

鐵
道

が
復

旧
し
た

場
合

の
利

用
条
件

図
大

井
川

鐵
道
に
町

民
割

引
が

適
用

さ
れ

る
場

合
の

利
用

意
向
（
3
割

引
の

場
合
）

図
大

井
川

鐵
道

の
利

用
頻
度

図
大

井
川

鐵
道

が
復

旧
し
た

場
合

の
利

用
意
向

運
賃

が
安

い
早

く
移

動
で

き
る

朝
時

間
帯

に

便
数

が
多

い

日
中

時
間

帯
に

便
数

が
多

い

夕
方

時
間

帯
に

便
数

が
多

い

時
間

ど
お

り

到
着

で
き

る

町
内

の
鉄

道
駅

（千
頭

駅
な

ど
）

で
、

他
の

公
共

交
通

と
乗

り
継

ぎ
し

や
す

い
こ

と

町
外

の
鉄

道
駅

（金
谷

駅
な

ど
）

で
、

他
の

公
共

交
通

と
乗

り
継

ぎ
し

や
す

い
こ

と

そ
の

他
無

回
答

合
計

全
体

n=
8
36

33
.7

%
9.

8%
14

.1
%

1
8.

9%
13

.8
%

2
4.

2%
11

.0
%

42
.1

%
6
.8

%
14

.7
%

18
9
.1

%

19
歳

以
下

n=
4

75
.0

%
0.

0%
75

.0
%

5
0.

0%
75

.0
%

0.
0%

25
.0

%
50

.0
%

0
.0

%
0.

0
%

35
0
.0

%

20
歳

代

n=
1
0

60
.0

%
2
0.

0%
40

.0
%

3
0.

0%
30

.0
%

2
0.

0%
10

.0
%

50
.0

%
10

.0
%

0.
0
%

27
0
.0

%

30
歳

代

n=
2
2

77
.3

%
2
2.

7%
22

.7
%

2
7.

3%
22

.7
%

1
8.

2%
13

.6
%

40
.9

%
9
.1

%
4.

5
%

25
9
.1

%

40
歳

代

n=
3
9

53
.8

%
1
2.

8%
33

.3
%

2
3.

1%
28

.2
%

1
2.

8%
10

.3
%

38
.5

%
5
.1

%
2.

6
%

22
0
.5

%

50
歳

代

n=
7
0

61
.4

%
1
0.

0%
24

.3
%

2
8.

6%
27

.1
%

2
1.

4%
18

.6
%

34
.3

%
7
.1

%
5.

7
%

23
8
.6

%

60
歳

代

n=
1
74

44
.3

%
8.

0%
14

.4
%

2
0.

1%
15

.5
%

2
4.

1%
10

.9
%

44
.8

%
10

.3
%

6.
9
%

19
9
.4

%

70
歳

代

n=
2
48

27
.4

%
5.

6%
12

.1
%

1
7.

3%
11

.3
%

2
4.

6%
6
.9

%
44

.8
%

6
.9

%
19

.8
%

17
6
.6

%

80
歳

以
上

n=
2
59

17
.8

%
1
3.

5%
8.

1%
1
5.

1%
7
.3

%
2
7.

8%
13

.1
%

39
.8

%
4
.2

%
20

.1
%

16
6
.8

%

大
井

川
鐵

道
が

復
旧

し
た

場
合

の
利

用
条

件

図
大

井
川

鐵
道
に
町

民
割

引
が

適
用

さ
れ

る
場

合
の

利
用

意
向
（
5
割

引
の

場
合
）

②
復

旧
し
た

場
合

の
利

用
に
つ
い

て

 
復

旧
し
た
場

合
の

利
用

意
向
は
、
約

4
割

が
利

用
意

向
を
示

し
て
い

る
。

 
復

旧
し
た
場

合
に
利

用
す
る
た
め
の

条
件

と
し
て
は
、
「
町

外
の

鉄
道

駅
（
金

谷
駅

な
ど
）
で
、
他

の
公

共
交

通
と
乗

り
継

ぎ
し
や
す
い

こ
と
」
が

約
4
割

で
最

も
高

く
、

町
内

と
町

外
を
つ
な
ぐ
交

通
と
し
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が

わ
か
る
。

7
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4
．
町

営
バ
ス
に
つ

い
て

①
利

用
頻

度
と
認
知

状
況

 
利

用
頻

度
は
、
約

6
割

が
「
利

用
し
た
こ
と
が

な
い

」
と
回

答
し
て
い

る
。

 
最

寄
り
バ
ス
停

の
認

知
度
は
、
約

5
割

が
「
バ
ス
停

名
が

わ
か
る
」
と
回

答
し
て
い

る
。

図
町

営
バ
ス
の

利
用

頻
度

図
最

寄
り
バ
ス
停

の
認

知
度

図
町

営
バ
ス
の

改
善

要
望

図
町

営
バ
ス
の

満
足
度

②
満
足

度
と
改

善
要

望

 
運

行
内

容
に
つ
い

て
、
満

足
度

が
高

い
項

目
は

、
「
運

賃
設

定
、
割

引
制

度
」
で
約

5
割

が
満

足
と
回

答
し
て
い

る
。
一

方
で
、
満

足
度

が
低

い
項

目
は
、
「
日

中
時

間
帯

の
運

行
本

数
」
で
約

5
割

が
不

満
と
回

答
し
て
い

る
。

 
改

善
し
て
ほ
し
い

こ
と
は
、
「
千

頭
・
家

山
線
を
島

田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
乗

り
継

ぎ
し
や

す
く
し
て
ほ
し
い

」
が

最
も
高

く
、
約

4
割

を
占

め
て
い

る
。

8
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図
お

で
か
け
号

の
認

知
状
況

図
お

で
か
け
号

の
満

足
度

図
お

で
か
け
号

の
利

用
頻
度

表
お

で
か
け
号

を
利

用
し
な

い
理
由

4
．
お

で
か
け
号
に
つ

い
て

①
利

用
頻

度
と
認
知

状
況

 
利

用
頻

度
は
、
約

4
割

が
「
利

用
し
た
こ
と
が

な
い

」
と
回

答
し
て
い

る
。

 
認

知
状

況
は
、
約

8
割

が
知
っ
て
い

る
と
回

答
し
て
い

る
が

、
運

行
内

容
ま
で
認

知
し
て
い

る
割

合
は
約

2
割

で
あ
る
。

②
満
足

度
と
利

用
し
な

い
理

由

 
運

行
内

容
に
つ
い

て
、
満

足
度

が
高

い
項

目
は

、
「
運

賃
設

定
、
割

引
制

度
」
で
約

5
割

が
満

足
と
回

答
し
て
い

る
。
一

方
で
、
満

足
度

が
低

い
項

目
は
、
「
最

終
便

の
時

間
」
で
約

2
割

が
不

満
と
回

答
し
て
い

る
。

 
利

用
し
な
い

理
由
は
、
「
自

分
で
運

転
で
き
る
か
ら
」
が

最
も
高

く
、
約

8
割

を
占

め
て
い

る
。

9

自
分

で

運
転

で
き

る
か

ら

家
族

等
が

送
迎

し
て

く
れ

る
か

ら

目
的

地

ま
で

時
間

が
か

か
る

か
ら

行
き

た
い

目
的

地

ま
で

行
け

な
い

か
ら

事
前

予
約

が
手

間

だ
か

ら

運
賃

が

高
い

か
ら

利
用

方
法

が
よ

く
分

か

ら
な

い

か
ら

そ
も

そ
も

必
要

性
を

感
じ

な
い

か
ら

そ
の

他
無

回
答

合
計

全
体

n
=
1
2
8

7
5
.8

%
1
4
.8

%
0
.8

%
3
.9

%
8
.6

%
0
.0

%
2
.3

%
7
.0

%
2
.3

%
3
.1

%
1
1
8
.8

%

1
9
歳

以
下

n
=
0

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

2
0
歳

代

n
=
4

1
0
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
2
5
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
2
5
.0

%

3
0
歳

代

n
=
6

1
0
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
0
0
.0

%

4
0
歳

代

n
=
9

1
0
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
1
0
0
.0

%

5
0
歳

代

n
=
1
4

7
1
.4

%
1
4
.3

%
0
.0

%
1
4
.3

%
7
.1

%
0
.0

%
0
.0

%
1
4
.3

%
7
.1

%
7
.1

%
1
3
5
.7

%

6
0
歳

代

n
=
3
2

8
4
.4

%
6
.3

%
3
.1

%
0
.0

%
1
2
.5

%
0
.0

%
0
.0

%
1
2
.5

%
3
.1

%
3
.1

%
1
2
5
.0

%

7
0
歳

代

n
=
3
4

8
5
.3

%
1
1
.8

%
0
.0

%
5
.9

%
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%
5
.9

%
0
.0

%
2
.9

%
1
1
1
.8

%

8
0
歳

以
上

n
=
2
8

3
9
.3

%
3
9
.3

%
0
.0

%
3
.6

%
1
7
.9

%
0
.0

%
1
0
.7

%
3
.6

%
3
.6

%
3
.6

%
1
2
1
.4

%

お
で

か
け

号
を

利
用

し
な

い
理

由
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④
大

鉄
タ
ク
シ
ー
の

利
用
に
つ

い
て

 
利

用
頻

度
は
、
約

9
割

が
「
ほ
と
ん
ど
利

用
し
な
い

」
と
回

答
し
て
い

る
。

 
利

用
目

的
は
、
「
通

院
」
が

最
も
高

く
、
約

6
割

を
占

め
て
い

る
。

 
運

行
内

容
に
つ
い

て
、
満

足
度

が
高

い
項

目
は

、
「
予

約
の

し
や
す
さ
」
で
約

4
割

が
満

足
と
回

答
し

て
い

る
。
一

方
で
、
満

足
度

が
低

い
項

目
は

、
「
夜

間
の

運
行

台
数

」
で
約

3
割

が
不

満
と
回

答
し
て

い
る
。

⑤
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
つ
い

て

 
利

用
頻

度
は
、
約

5
割

が
「
利

用
し
た
こ
と
が

な
い

」
と
回

答
し
て
い

る
。

 
認

知
状

況
は
、
約

6
割

が
知
っ
て
い

る
と
回

答
し
て
い

る
が

、
運

行
内

容
ま
で
認

知
し
て
い

る
割

合
は
約

1
割

で
あ
る
。

表
大

鉄
タ
ク
シ
ー
の

利
用

目
的

図
大

鉄
タ
ク
シ
ー
の

満
足
度

図
大

鉄
タ
ク
シ
ー
の

利
用

頻
度

図
外

出
支

援
サ
ー
ビ
ス
の

認
知

状
況

図
外

出
支

援
サ
ー
ビ
ス
の

利
用

頻
度

1
0

通
勤

通
学

通
院

買
い

物

（
日

用
品

）

買
い

物

（
衣

服
や

家
電

等
）

飲
食

地
域

の

集
ま

り
等

レ
ジ

ャ
ー

そ
の

他
無

回
答

合
計

全
体

n
=6

6
0
.0

%
0.

0
%

5
9.

1
%

15
.2

%
3
.0

%
9.

1
%

6
.1

%
3
.0

%
3.

0
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%
1
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以
下
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0
%

5
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0
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%
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0
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0
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%
0
.0

%
0.

0
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0
.0
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1
00
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6
0歳

代

n
=5

0
.0

%
0.

0
%

4
0.

0
%

0
.0

%
0
.0

%
4
0.

0
%

0
.0

%
0
.0

%
0.

0
%

20
.0

%
1
00

.0
%

7
0歳

代

n
=1

2
0
.0

%
0.

0
%

5
0.

0
%

0
.0

%
0
.0

%
2
5.

0
%

8
.3

%
8
.3

%
0.

0
%

8
.3

%
1
00

.0
%

8
0歳

以
上

n
=4

5
0
.0

%
0.

0
%

6
2.

2
%

20
.0

%
4
.4

%
2.

2
%

6
.7

%
2
.2

%
2.

2
%

17
.8

%
1
17

.8
%

大
鉄

タ
ク

シ
ー

の
利

用
目

的
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４
．
公

共
交

通
全

般
に
対
す
る
意

見
・
要

望

①
島

田
駅
ま
で

の
直

通
交

通
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
意

向

 
島

田
駅
ま
で
の

直
通
で
移

動
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の

利
用

意
向

は
、
約

6
割

が
有

料
で
の

利
用

意
向

を
示

し
て
い

る
。

ま
た
、
利

用
形

態
で
は
、
「
買

い
物

・
通

院
な
ど
で
た
ま
に
利

用
し
た
い

」
が

最
も
多

く
、
約

4
割

を
占

め
て
い

る
。

 
想

定
さ
れ
る
利

用
頻

度
は
、
約

5
割

が
「
年

に
数

日
」
と
回

答
し
て
い

る
。

図
川

根
本

町
か
ら
島

田
駅
ま
で

の
直

通
交

通
サ
ー
ビ
ス
が

導
入

さ
れ

た
場

合
の

利
用

意
向
（
料
金

に
つ

い
て
）

図
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が

導
入

さ
れ

た
場

合
の

利
用

意
向

図
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が

導
入

さ
れ

た
場

合
の

想
定

利
用
頻
度

図
川

根
本

町
か
ら
島

田
駅
ま
で

の
直

通
交

通
サ
ー
ビ
ス
が

導
入

さ
れ

た
場

合
の

利
用

意
向
（
利
用

形
態
に
つ

い
て
）

図
川

根
本

町
か
ら
島

田
駅
ま
で

の
直

通
交

通
サ
ー
ビ
ス
が

導
入

さ
れ

た
場

合
の

想
定

利
用

頻
度

図
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が

導
入

さ
れ

た
場

合
の

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の

活
動

意
向

②
一

般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
移

動
サ
ー
ビ
ス
（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
）
の

利
用
意

向

 
利

用
意

向
は
、
「
利

用
し
た
い

」
が

約
2
割

、
「
利

用
し
た
く
な
い

」
が

約
3
割

を
占

め
て
い

る
。

 
想

定
さ
れ
る
利

用
頻

度
は
、
「
年

に
数

日
」
が

約
5
割

を
占

め
て
い

る
。

 
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の

活
動

意
向
は
、
約

7
割

が
「
活

動
し
た
く
な
い

」
と
回

答
し
て
い

る
。

1
1

－32－



③
公

共
交

通
に
対
す
る
町

の
財

政
負

担

 
財

政
負

担
に
つ
い

て
は
、
「
公

共
交

通
サ
ー
ビ
ス
が

充
実

す
る
の

で
あ
れ
ば

、
多

少
の

財
政

負
担

の
増

加
は
仕

方
が
な
い

」
が

最
も
高

く
、
約

4
割

を
占

め
て
い

る
。

④
公
共

交
通

の
充

実
に
よ
る
効

果

 
生

活
の

変
化
は
、
「
高

齢
の

家
族

が
よ
り
自

由
に
外

出
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
が

最
も
高

く
、

約
4
割

を
占

め
て
い

る
。

 
ま
ち
へ
の

効
果
は
、
「
高

齢
者
や
子

育
て
世

帯
の

移
動

が
便

利
に
な
り
、
町

民
の

満
足

度
が

向
上

す
る
」
が

最
も
高

く
、
約

7
割

を
占

め
て
い

る
。

表
公

共
交

通
の

充
実

が
も
た

ら
す
生

活
の

変
化

表
公

共
交

通
の

充
実

が
も
た

ら
す
ま
ち
づ

く
り
へ

の
波

及
効
果

図
公

共
交

通
に
対

す
る
町

の
財

政
負
担

通
勤

・通
学

が

便
利

に
な

り
、

移
動

時
間

が

短
縮

さ
れ

る

高
齢

の
家

族

が
よ

り
自

由
に

外
出

で
き

る

よ
う

に
な

る

医
療

機
関

や

商
業

施
設

へ

の
ア

ク
セ

ス
が

向
上

す
る

自
家

用
車

の

利
用

頻
度

が

減
り

、
家

計
の

負
担

が
軽

減

す
る

子
ど

も
が

安
全

に
移

動

で
き

る
手

段
が

増
え

る

町
内

の

ス
ー

パ
ー

や

飲
食

店
の

利
用

回
数

が

増
え

る

町
内

の

医
療

施
設

の

利
用

回
数

が

増
え

る

町
内

に
お

け
る

余
暇

活
動

（
集

会
や

温
浴

な
ど

）
が

増
え

る

送
迎

の

負
担

が

軽
減

さ
れ

る

特
に

生
活

に

大
き

な
変

化

は
な

い
と

思
う

無
回

答
合

計

全
体

n
=1

,3
06

13
.2

%
4
4.

1
%

36
.2

%
1
2.

6%
12

.9
%

18
.5

%
1
1.

4
%

8.
9%

1
9.

9%
25

.0
%

10
.0

%
21

2.
7%

1
9歳

以
下

n
=4

50
.0

%
2
5.

0
%

75
.0

%
0.

0%
25

.0
%

50
.0

%
2
5.

0
%

25
.0

%
5
0.

0%
0.

0
%

0
.0

%
32

5.
0%

2
0歳

代

n
=1

4
14

.3
%

5
7.

1
%

35
.7

%
1
4.

3%
28

.6
%

21
.4

%
0.

0
%

7.
1%

7
.1

%
14

.3
%

0
.0

%
20

0.
0%

3
0歳

代

n
=2

9
20

.7
%

2
4.

1
%

17
.2

%
1
0.

3%
34

.5
%

13
.8

%
0.

0
%

24
.1

%
2
0.

7%
31

.0
%

0
.0

%
19

6.
6%

4
0歳

代

n
=5

1
41

.2
%

3
1.

4
%

39
.2

%
1
3.

7%
35

.3
%

21
.6

%
9.

8
%

17
.6

%
2
9.

4%
21

.6
%

3
.9

%
26

4.
7%

5
0歳

代

n
=1

1
9

21
.8

%
4
3.

7
%

43
.7

%
7.

6%
22

.7
%

20
.2

%
1
3.

4
%

15
.1

%
2
4.

4%
26

.1
%

1
.7

%
24

0.
3%

6
0歳

代

n
=2

9
5

15
.9

%
4
3.

1
%

40
.0

%
1
2.

2%
15

.3
%

17
.6

%
1
2.

9
%

7.
1%

1
9.

3%
30

.2
%

4
.1

%
21

7.
6%

7
0歳

代

n
=3

9
3

11
.2

%
4
5.

5
%

35
.4

%
1
5.

0%
9.

9
%

14
.0

%
1
1.

2
%

7.
9%

1
8.

6%
28

.2
%

8
.9

%
20

5.
9%

8
0歳

以
上

n
=3

8
1

6
.0

%
4
6.

7
%

32
.8

%
1
2.

1%
5.

8
%

22
.6

%
1
0.

8
%

6.
8%

2
0.

2%
18

.4
%

19
.4

%
20

1.
6%

公
共

交
通

の
充

実
が

も
た

ら
す

生
活

の
変

化

1
2

高
齢

者
や

子
育

て
世

帯
の

移
動

が
便

利
に

な
り

、

町
民

の
満

足
度

が
向

上
す

る

町
内

の

商
業

施
設

の

活
性

化
に

つ
な

が
る

観
光

客
の

増
加

に
つ

な
が

り
、

地
元

経
済

が

活
性

化
す

る

環
境

負
荷

の

軽
減

に

つ
な

が
る

（
自

動
車

利
用

の

減
少

）

人
口

流
出

の

抑
制

や
若

者
の

定
住

促
進

に

貢
献

す
る

町
外

か
ら

の

移
住

者
や

働
き

手
を

呼
び

込
む

こ
と

が
で

き
る

町
の

イ
メ

ー
ジ

や

ブ
ラ

ン
ド

力
が

向
上

す
る

そ
の

他
無

回
答

合
計

全
体

n
=
1
,3

0
6

6
6
.1

%
2
6
.8

%
3
1
.6

%
1
3.

6
%

17
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%
1
7
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1
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4
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2
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0
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0
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4
0
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5
1
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5
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%

21
.6

%
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1
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%
2
.0

%
5
.9

%
2
5
8
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%

5
0
歳

代

n
=
1
19

7
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2
3
.5

%
3
5
.3

%
1
4.

3
%

21
.8

%
2
1
.0

%
1
7
.6

%
6
.7

%
4
.2

%
2
2
2
.7

%

6
0
歳

代

n
=
2
95

6
8
.1

%
3
1
.2

%
3
8
.6

%
1
4.

9
%

15
.9

%
1
8
.6

%
1
6
.3

%
4
.7

%
5
.4

%
2
1
3
.9

%

7
0
歳

代

n
=
3
93

6
6
.9

%
2
0
.4

%
2
4
.4

%
1
5.

0
%

16
.0

%
1
4
.8

%
1
5
.8

%
4
.6

%
1
3
.7

%
1
9
1
.6

%

8
0
歳

以
上

n
=
3
81

5
9
.1

%
2
9
.1

%
2
5
.2

%
1
0.

0
%

16
.0

%
1
6
.0

%
1
3
.6

%
1
.8

%
2
0
.5

%
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9
1
.3
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公
共

交
通

の
充

実
が

も
た

ら
す

ま
ち

づ
く
り

へ
の

波
及

効
果
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■
調

査
概

要

■
調

査
結

果

調
査
対
象

者
町
内
の
中
学
生

（
三

ツ
星
学
園

、
光
の
森
学
園

）

調
査
方

法
W
E
B
回
答

・
W
E
B
回

収

調
査
時

期
令
和

６
年

1
1
月

1
6
日

（
月

）
～

1
1
月

2
9
日

（
金

）

調
査
項

目
・
回
答
者
の
属

性
・
通
学
状
況

に
つ
い

て
・
公
共
交
通
の
利
用
状

況
な
ど

回
収
状

況
回
収
票
数

：
6
3
票

回
収
率

：
6
5
.6

％

１
．
移

動
状

況

①
通

学
状

況

 
普

段
の

通
学

手
段
は
、
「
徒

歩
」
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」
「
自

転
車

」
が

多
い

。

 
部

活
が
あ
る
休

日
の

通
学

手
段
は
、

「
自

家
用

車
（
家

族
・
知

人
等
に
よ
る
送

迎
）
」
「
自

転
車
」
「
徒

歩
」
が

多
い
。

中
学

生
ア
ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
概

要
②

通
学

以
外

の
外

出
状

況

 
通

学
以

外
の

外
出

目
的
は
、
「
買

い
物
」
「
遊

び
」
が

多
い

。

 
そ
の

際
の

交
通

手
段
は
、
「
自

家
用

車
（
家

族
・
知

人
等
に
よ
る
送

迎
）
」
「
自

転
車
」
「
徒

歩
」
が

多
い

。

２
．
公
共

交
通

の
充

実
に
よ
る
効

果

①
進
路

選
択

へ
の

影
響

 
卒

業
後

の
進

路
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
、
公

共
交

通
で
の

通
い

や
す
さ
を
重

視
す
る
人

は
、
約

7
割

で
あ
っ
た
。

 
公

共
交

通
の

利
便

性
向

上
に
よ
っ
て
、
進

路
の

選
択

肢
が

増
え
る
と
考

え
る
人

は
、
約

7
割

で
あ
っ
た
。

図
普

段
の

通
学

手
段

図
休

日
に
部

活
動

が
あ
る
時

の
交

通
手
段

図
学

校
生

活
以

外
に
よ
く
行

く
場

所
へ

行
く
目

的
図

学
校

生
活

以
外
に
よ
く
行

く
場

所
へ

行
く
時

の
交

通
手
段

図
中

学
校

卒
業

後
の

進
路

を
考
え
る
上

で
「鉄

道
や

バ
ス
で

の
通

い
や
す
さ

」
を

ど
の

程
度

重
視
す
る
か

図
鉄

道
や
バ
ス
を

使
っ
た

通
学

の
利

便
性

が
向
上
し
た

場
合

、
卒

業
後

の
進

路
の

選
択

肢
が

増
え
る
可
能

性

1
3

15
.9

%

23
.8

%

71
.4

%

4.
8%

1.
6%

0.
0% 1.
6%

0.
0%

0.
0% 1.
6%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

徒
歩

自
転

車

自
家

用
車

（家
族

・知
人

等
に

よ
る

送
迎

）

町
営

バ
ス

（千
頭

・家
山

線
）

町
営

バ
ス

（寸
又

峡
線

）

路
線

バ
ス

（
閑

蔵
線

）

デ
マ

ン
ド

タ
ク

シ
ー

（お
で

か
け

号
）

大
井

川
鐵

道
（
本

線
・井

川
線

）

一
般

タ
ク

シ
ー

無
回

答
n=

63
M

A
=7

6
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②
公

共
交

通
の

充
実
に
よ
る
生

活
の
変

化
（
見

込
み

）

 
公

共
交

通
が

充
実
す
る
こ
と
に
よ
る
変

化
（
見

込
み
）
は
、
「
通

勤
・
通

学
が

便
利

に
な
り
、
移

動
時

間
が

短
縮
さ
れ
る
」
「
子

ど
も
が

安
全
に
移

動
で
き
る
手

段
が

増
え
る
」
「
高

齢
の
家

族
が

よ
り
自

由
に
外

出
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
が

多
い
。

③
公

共
交

通
利

用
の
メ
リ
ッ
ト
の
う
ち
共

感
で
き

る
も
の

 
メ
リ
ッ
ト
の

う
ち
共

感
で
き
る
も
の

は
、
「
家

族
や
知

人
等

に
送

迎
を
頼

む
必

要
が

な
い

」
「
悪

天
候

で
も
快

適
に
移

動
で
き
る
」
「
安

全
に
移

動
で
き
る
」
が

多
い

。

３
．
乗
り
た
く
な
る
公
共

交
通

に
向

け
た

ア
イ
デ
ア
（
自

由
記

述
）

 
電

車
や
バ
ス
に
乗

り
た
く
な
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
と
し
て
は

、
以

下
の

意
見

が
挙

げ
ら
れ
た
。

カ
テ
ゴ
リ
ー

件
数

原
文

料
金

・
割
引

・
特

典
1
1

学
生

割

中
学
生
半

額

定
期
券

を
作

る

子
供

は
料
金
が
安

く
な
る

中
学
生
半

額

も
っ
と
安

け
れ
ば
乗

り
た
く
な
る

5
％

ク
ー
ポ
ン
を
た
ま
に
く
れ
る

ど
こ
で
も
使

え
る
割
引

ク
ー
ポ
ン

電
車

や
バ
ス
を
利
用

し
た
回
数

で
1
0
回
乗

っ
た
ら
、
割
引

な
ど
の

サ
ー
ビ

ス
が

ほ
し
い

年
パ
ス

運
賃
が
安

く
な
る

運
行
本
数

・
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

拡
大

4

大
鐵
の
本
数
が
増

え
れ
ば
良
い

、
終
電

を
午
前

1
時

ま
で
に
し
て
欲

し
い

も
う
少

し
本
数

を
増

や
す

で
も
町
営

バ
ス
は
バ
ス
停

で
待

っ
て
い

て
も

止
ま
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の

で
、
利
用

し
た
く
な
い

バ
ス
停

を
増

や
す

も
っ
と
バ
ス
の
回
数
が
増

え
る

わ
か
り
や
す
い

案
内

・
乗

り
換

え
情

報
3

乗
り
継
ぎ
が
一
発

で
わ
か
る

使
い
方
が

わ
か
り
や
す
く
示

さ
れ
て
る
と
乗

る
ハ
ー
ド
ル
が
低

く
な
る
と

思
い

ま
す

乗
り
換

え
な
ど
が

ス
ム
ー
ズ
に
行

け
る
サ
ー
ビ
ス
が

あ
れ
ば
使

う
と
思

い
ま
す

観
光

・
イ
ベ
ン
ト

3

観
光
案
内
簡
単

に

イ
ベ
ン
ト
を
少

し
取

り
入

れ
る
(ハ

ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
は
お
菓
子

を
置

く
な
ど
)

小
さ
な
子
供

も
楽

し
く
乗

れ
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
運

営

移
動

ス
ピ
ー
ド

向
上

1
移
動
が
速

い

そ
の
他
の
運

行
サ
ー
ビ
ス
改

善
1

バ
ス
を
そ
の
場

で
2
分

ぐ
ら
い
止

ま
っ
て
く
れ
る
と

車
内
設
備
改

善
1

荷
物

を
置

く
ス
ペ
ー
ス
を
作

っ
て
ほ
し
い

1
4

図
公

共
交

通
の

充
実

が
も
た

ら
す
生

活
の

変
化

66
.7

%

22
.2

%

15
.9

%

17
.5

%

38
.1

%

15
.9

%

1.
6% 12

.7
%

12
.7

%

0.
0%

0.
0%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

通
勤

・
通

学
が

便
利

に
な

り
、

移
動

時
間

が
短

縮
さ

れ
る

高
齢

の
家

族
が

よ
り

自
由

に
外

出
で

き
る

よ
う

に
な

る

医
療

機
関

や
商

業
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

向
上

す
る

自
家

用
車

の
利

用
頻

度
が

減
り

、
家

計
の

負
担

が
軽

減
す

る

子
ど

も
が

安
全

に
移

動
で

き
る

手
段

が
増

え
る

町
内

の
ス

ー
パ

ー
や

飲
食

店
の

利
用

回
数

が
増

え
る

町
内

の
医

療
施

設
の

利
用

回
数

が
増

え
る

町
内

に
お

け
る

余
暇

活
動

（
集

会
や

温
浴

な
ど

）
が

増
え

る

特
に

生
活

に
大

き
な

変
化

は
な

い
と

思
う

そ
の

他

無
回

答
n
=
63

M
A

=
1
28

図
公

共
交

通
利

用
の
メ
リ
ッ
ト
の

う
ち
特

に
共
感

で
き
る
も
の

46
.0

%

39
.7

%

11
.1

%

42
.9

%

39
.7

% 57
.1

%

0.
0% 6.

3%

0.
0%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

悪
天

候
で

も
快

適
に

移
動

で
き

る

重
い

荷
物

が
あ

っ
て

も
楽

に
移

動
で

き
る

車
内

が
広

い
の

で
移

動
時

間
を

有
効

に
活

用
で

き
る

安
全

に
移

動
で

き
る

部
活

動
で

疲
れ

て
い

て
も

楽
に

移
動

で
き

る

家
族

や
知

人
等

に
送

迎
を

頼
む

必
要

が
な

い

ど
れ

も
共

感
で

き
な

い

わ
か

ら
な

い

無
回

答
n
=6

3
M

A
=
15

3

－35－



■
調

査
概

要

■
調

査
結

果

調
査
対
象

者
川
根
高
校
の
生

徒

調
査
方

法
W
E
B
回
答

・
W
E
B
回

収

調
査
時

期
令
和

６
年

1
1
月

1
6
日

（
月

）
～

1
1
月

2
9
日

（
金

）

調
査
項

目
・
回
答
者
の
属

性
・
通
学
状
況

に
つ
い

て
・
公
共
交
通
の
利
用
状

況
な
ど

回
収
状

況
回
収
票
数

：
7
4
票

回
収
率

：
9
1
.4

％

１
．
回

答
者

の
属

性

 
回

答
者

の
約

半
数

が
川

根
留

学
を
し
て
お
り
、
残

り
の

半
数

は
町

内
在

住
で
あ
る
。

高
校

生
ア
ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
概

要
２
．
公
共

交
通

の
利

用
状

況

①
通
学

状
況

 
晴

れ
・
曇

り
の

時
の

通
学

手
段
は
、
「
徒

歩
」
「
自

家
用

車
（
家

族
・
知

人
等
に
よ
る
送

迎
）
」
「
自

転
車

」
が

多
い
。

 
通

学
で
バ
ス
を
利

用
し
な
い

理
由

は
、

「
徒

歩
や
自

転
車
で
行

け
る
た
め
」
「
家

の
近
く
に
停

留
所

が
な
い

」
「
家

を
出

る
時

間
帯

の
バ
ス
が

な
い

」
が

多
い
。

②
通
学

以
外

の
外

出
状

況

 
通

学
以

外
の

外
出

目
的
は
、
「
買

い
物
」
が

最
も
多

い
。

 
そ
の

際
の

交
通

手
段
は
、
「
徒

歩
」
「
自

転
車
」
「
自

家
用

車
（
家

族
・
知

人
等
に
よ
る
送

迎
）
」
が

多
い

。

 
通

学
以

外
で
バ
ス
を
利

用
し
な
い

理
由

は
、

「
駅

や
目

的
地
ま
で
徒

歩
や
自

転
車
で
行

け
る
た

め
」
「
家

の
近
く
に
停

留
所

が
な
い

」
「
帰

っ
て
く
る
時

間
帯

の
バ
ス
が

な
い

」
「
運

賃
が
高

い
」
が

多
い

。

図
川

根
留

学
の

有
無

図
晴

れ
・
曇

り
の

日
の

通
学

手
段

図
通

学
で
バ
ス
を

利
用
し
な

い
理
由

図
学

校
生

活
以

外
に
よ
く
行

く
場

所
へ

行
く
目

的
図

学
校

生
活

以
外

の
移

動
で

バ
ス
を

利
用
し
な

い
理
由

23
.4

%

18
.8

%

23
.4

%

4.
7%

20
.3

%

15
.6

%

4.
7% 6.
3%

6.
3%

26
.6

%

3.
1%

23
.4

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

家
の

近
く

に
停

留
所

が
な

い

家
を

出
る

時
間

帯
の

バ
ス

が
な

い

帰
っ

て
く

る
時

間
帯

の
バ

ス
が

な
い

乗
り

換
え

ア
プ

リ
等

で
検

索
し

に
く

い

運
賃

が
高

い

他
の

移
動

手
段

よ
り

も
時

間
が

か
か

る

遅
延

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

利
用

方
法

が
わ

か
り

に
く

い

バ
ス

の
運

行
内

容
を

知
ら

な
い

駅
や

目
的

地
ま

で
徒

歩
や

自
転

車
で

行
け

る
た

め

そ
の

他

無
回

答
n
=6

4
M

A
=1

13

図
住

ま
い

14
.1

%

12
.7

%

9.
9%

4.
2% 7.

0%

1.
4%

1.
4% 2.
8%

1.
4%

45
.1

%

1.
4%

29
.6

%

0%
20

%
40
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60

%
80
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0%

家
の

近
く

に
停

留
所

が
な

い

家
を

出
る

時
間

帯
の

バ
ス

が
な

い

帰
っ

て
く

る
時

間
帯

の
バ

ス
が

な
い

乗
り

換
え

ア
プ

リ
等

で
検

索
し

に
く
い

運
賃

が
高

い

他
の

移
動

手
段

よ
り

も
時

間
が

か
か

る

遅
延

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

利
用

方
法

が
分

か
り

に
く
い

バ
ス

の
運

行
内

容
を

知
ら

な
い

徒
歩

や
自

転
車

で
行

け
る

た
め

そ
の

他

無
回

答
n
=
7
1

M
A

=
9
3

1
5

54
.9

%

23
.9

%

1.
4%

31
.0

%

4.
2%

0.
0%

0.
0% 7.

0%

0.
0%

0.
0%

0.
0%

0.
0%

0%
20
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40
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60
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80
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0%

徒
歩

自
転

車

原
付

・
バ

イ
ク

自
家

用
車

（家
族

・知
人

等
に

よ
る

送
迎

）

町
営

バ
ス

（
千

頭
～

家
山

線
）

町
営

バ
ス

（寸
又

峡
線

）

路
線

バ
ス

（閑
蔵

線
）

デ
マ

ン
ド

タ
ク

シ
ー

（お
で

か
け

号
）

大
井

川
鐵

道

一
般

タ
ク

シ
ー

そ
の

他

無
回

答
n
=7

1
M

A
=
87

図
学

校
生

活
以

外
に
よ
く
行

く
場

所
へ

行
く
時

の
交

通
手
段

39
.4

%

31
.0

%

0.
0%

29
.6

%

19
.7

%

1.
4%

0.
0% 5.

6% 12
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%
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2%

4.
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0%

徒
歩

自
転

車

原
付

・
バ

イ
ク

自
家

用
車

（
家

族
・知

人
等

に
よ

る
送

迎
）

町
営

バ
ス

（
千

頭
～

家
山

線
）

町
営

バ
ス

（
寸

又
峡

線
）

路
線

バ
ス

（
閑

蔵
線

）

デ
マ

ン
ド

タ
ク

シ
ー

（お
で

か
け

号
）

大
井

川
鐵

道

一
般

タ
ク

シ
ー

そ
の

他

無
回

答
n=

71
M

A
=1

05

－36－



②
公
共

交
通

利
用

の
メ
リ
ッ
ト
の
う
ち
共

感
で
き

る
も
の

 
メ
リ
ッ
ト
の

う
ち
共

感
で
き
る
も
の

は
、
「
悪

天
候

で
も
快

適
に
移

動
で
き
る
」
「
家

族
や

知
人

等
に
送

迎
を
頼

む
必

要
が
な
い

」
「
重

い
荷
物

が
あ
っ
て
も
楽

に
移

動
で
き
る
」
が

多
い

。

４
．
乗
り
た
く
な
る
公
共

交
通

に
向

け
た

ア
イ
デ
ア
（
自

由
記

述
）

 
電

車
や
バ
ス
に
乗

り
た
く
な
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
と
し
て
は

、
以

下
の

意
見

が
挙

げ
ら
れ
た
。

３
．
公

共
交

通
の

充
実
に
よ
る
効

果

①
進

路
選

択
へ

の
影

響

 
卒

業
後

の
進

路
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
、
公

共
交

通
で
の

通
い

や
す
さ
を
重

視
し
た
人

は
、
約

2
割

で
あ
っ
た
。

 
公

共
交

通
の

利
便

性
向

上
に
よ
っ
て
、
進

路
の

選
択

肢
が

増
え
て
い

た
と
考

え
る
人

は
、
約

4
割

で
あ
っ
た
。

カ
テ
ゴ
リ
ー

件
数

原
文

料
金

・
割
引

・
特

典
６

無
料

無
料

川
根
町
民
は
無

料

無
料

【
再
掲

】
バ
ス
の
本
数
を
増

や
す
（
夜
が

も
う
少

し
遅
い
時
間

ま
で
走

っ
て

く
れ
れ
ば
休
日
の
お
出
か

け
回
数
が
増

え
る
）
電
車
の
運
賃
が
低

く
な

っ
て
欲

し
い

【
再
掲

】
も
っ
と
便
を
増

や
し
て
安

く
し
て
く
れ

運
行
本
数

・
サ
ー
ビ
ス
時

間
拡

大
5

バ
ス
の
本
数
を
増

や
す
（
夜
が

も
う
少

し
遅
い
時
間

ま
で
走

っ
て
く
れ

れ
ば
休
日
の
お
出
か

け
回
数
が
増

え
る
）
電
車
の
運
賃
が
低

く
な

っ
て
欲

し
い も
っ
と
本
数
を
多

く
す
る

も
っ
と
便
を
増

や
し
て
安

く
し
て
く
れ

本
数
を
増

や
す

時
間
帯
を
増

や
す

車
内
付
加

サ
ー

ビ
ス
・
エ
ン
タ
メ

2
飴

ち
ゃ
ん
く
れ

る

カ
ラ
オ
ケ

わ
か

り
や
す
い

案
内

・
情
報
提

供
1

時
間
を
短
縮

す
る
ル

ー
ト
と
か

、
運
賃
が
安

く
乗
れ

る
ル

ー
ト
と
か
を

教
え
て
く
れ
た

ら
あ

り
が
た
い
で

す

そ
の
他
の
運

行
サ
ー
ビ
ス
改

善
1

予
約

制

図
高

校
進

学
を

考
え
た

と
き

、
「
鉄

道
や
バ
ス

で
の

通
い
や
す
さ

」
を

ど
の

程
度

重
視
し
た

か
図

鉄
道
や
バ
ス
を

使
っ
た

通
学
・
通

勤
の
利

便
性

が
向

上
し
た

場
合
、

高
校

進
学

を
考
え
た

と
き

の
進

路
の

選
択

肢
が

増
え
た

可
能
性

図
バ
ス
利

用
の
メ
リ
ッ
ト
の

う
ち
特

に
共

感
で
き
る
も
の

40
.8

%

31
.0

%

21
.1

%

16
.9

% 25
.4

% 35
.2

%

7.
0% 11

.3
%

7.
0%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

悪
天

候
で

も
快

適
に

移
動

で
き

る

重
い

荷
物

が
あ

っ
て

も
楽

に
移

動
で

き
る

バ
ス

車
内

で
勉

強
や

ゲ
ー

ム
が

で
き

る
の

で
、

移
動

時
間

を
有

効
活

用
で

き
る

安
全

に
移

動
で

き
る

部
活

動
で

疲
れ

て
い

て
も

楽
に

移
動

で
き

る

家
族

や
知

人
等

に
送

迎
を

頼
む

必
要

が
な

い

ど
れ

も
共

感
で

き
な

い

わ
か

ら
な

い

無
回

答
n
=
7
1

M
A

=
1
3
9

1
6
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■
調

査
概

要

■
調

査
結

果

調
査
対
象

者
町
営

バ
ス
（
寸
又
峡
線

、
千
頭

・
家
山
線

）
の
利
用

者

調
査
方

法
・
調
査
票

を
車
内

に
留

め
置

き
し
、
郵
送
回
収

（
休
日
含

み
2
週
間
程
度

）
・
調
査
員

（
川
根
本
町
職
員

）
が
乗

り
込

み
聞

き
取

り
・
配
布

（平
日

1
日

）

調
査
時

期
留

め
置

き
調
査

：
令
和

６
年

1
1
月

2
2
日

（
金

）
～

1
2
月

3
日

（
火

）
乗

り
込

み
調
査

：
令
和

６
年

1
1
月

2
2
日

（
金

）

調
査
項

目
・
回
答
者
の
属

性
・
町
営

バ
ス
の
利
用
状

況
・
町
営

バ
ス
の
満
足

度
な
ど

回
収
状

況
回
収
票
数

：
1
7
票

１
．
回

答
者

の
属

性

①
年

代
、
居

住
地

 
若

年
層
か
ら
の

回
答

が
多
く
、
1
9
歳

以
下

が
約
５
割

を
占

め
て
い

る
。

 
回

答
者

の
居

住
地
は
、
川

根
本

町
内

の
回

答
が

約
８
割

を
占

め
て
お
り
、
島

田
市

の
回

答
も
約

２
割

あ
る
。

町
営

バ
ス

利
用

者
ア
ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
概

要
②

自
宅

か
ら
１
つ

目
に
利

用
す
る
バ
ス
停
ま
で

の
距

離

 
自

宅
か
ら
１
つ
目

に
利

用
す
る
バ
ス
停

ま
で
の

距
離

は
、
5
0
1
～

1
㎞

（
徒

歩
６
～

１
２
分

）
が

最
も
多

い
。

図
年

齢

③
自
動

車
の

運
転
に
つ

い
て

 
運

転
免

許
の

保
有

状
況
は
、
「
返

納
し
た
」
が

約
６
割

で
あ
り
、
利

用
者

の
過

半
数

以
上

が
運

転
免

許
を
保

有
し
て
い

な
い

。

 
普

段
の

運
転

頻
度
は
、
「
ほ
ぼ
毎

日
」
の

回
答

が
約

３
割

見
ら
れ
、
普

段
自

分
で
運

転
す
る
人

で
も
町

営
バ
ス
を
利

用
す
る
場

合
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

図
居

住
地

図
自

宅
か
ら
１
つ

目
に
利

用
す
る
バ
ス
停

ま
で

の
距
離

図
運

転
免

許
の

保
有

状
況

図
普

段
の

運
転

頻
度

1
7
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2
．
町

営
バ
ス
の

利
用

状
況

①
利

用
す
る
路

線

 
利

用
す
る
路

線
は
、
全

て
「
千

頭
・
家

山
線
」
の

回
答

で
あ
り
、
本

調
査

で
は

寸
又

峡
線

の
ア
ン
ケ
ー

ト
回

収
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

③
利
用

目
的
・
利
用

頻
度

 
利

用
目

的
は
、
通

勤
、
通

学
が
主

で
あ
り
、
通

院
や
買

い
物

（
日

用
品
）
で
の

利
用

も
見

ら
れ
る
。

 
利

用
頻

度
は
、
週

に
４
日

以
上

の
回

答
が

約
８
割

を
占

め
て
お
り
、
日

常
的

な
利

用
が

あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

➁
往

復
で

の
利

用
状

況

 
往

復
で
の

利
用

が
約
８
割

で
あ
り
、
一

部
片

道
で
の

利
用

も
見

ら
れ
る
。

 
片

道
利

用
時

の
交

通
手

段
で
は
、
「
自

動
車

（
家

族
・
知

人
等

に
よ
る
送

迎
）
」
の

回
答

が
約

８
割

と
な
っ
て
い

る
。

 
片

道
利

用
と
な
る
理

由
は
、
「
時

間
に
合

う
便

が
な
い

か
ら
」
が

主
な
理

由
で
あ
る
。

図
利

用
目
的

図
利

用
頻
度

④
町

営
バ
ス
利
用

前
後

の
交

通
手

段

 
町

営
バ
ス
利

用
前

後
の

交
通

手
段
は
、
主

に
徒

歩
で
の

移
動

が
見

ら
れ
る
ほ

か
、
自

動
車

に
よ

る
移

動
に
加

え
、
大

井
川

鐵
道
へ
の

乗
り
継

ぎ
も
見

ら
れ
る
。

図
往

復
で

の
利

用
状
況

図
も
う
片

方
の

移
動

手
段

図
往

復
で

利
用
し
な

い
理
由

41
.2

%

47
.1

%

17
.6

%

11
.8

%

5.
9%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

通
勤

通
学

通
院

買
い

物
（
日

用
品

）

買
い

物
（
衣

類
や

家
電

等
）

飲
食

地
域

の
集

ま
り

等

レ
ジ

ャ
ー

そ
の

他

無
回

答
n
=1

7
M

A
=
21

76
.5

%

35
.3

%
5.

9%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

徒
歩

自
転

車

原
付

・
バ

イ
ク

自
動

車
（
自

分
で

運
転

）

自
動

車
（
家

族
・
知

人
等

に
よ

る
…

大
井

川
鐵

道
（
本

線
・
井

川
線

）

路
線

バ
ス

（
閑

蔵
線

）

町
営

バ
ス

（
千

頭
・
家

山
線

）

町
営

バ
ス

（
寸

又
峡

線
）

デ
マ

ン
ド

タ
ク

シ
ー

（
お

で
か

け
号

）

大
鉄

タ
ク

シ
ー

そ
の

他

無
回

答
n
=
17

M
A

=
20

58
.8

%

35
.3

%
11

.8
%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

徒
歩

自
転

車

原
付

・
バ

イ
ク

自
動

車
（
自

分
で

運
転

）

自
動

車
（
家

族
・
知

人
等

に
よ

る
…

大
井

川
鐵

道
（
本

線
・
井

川
線

）

路
線

バ
ス

（
閑

蔵
線

）

町
営

バ
ス

（
千

頭
・
家

山
線

）

町
営

バ
ス

（
寸

又
峡

線
）

デ
マ

ン
ド

タ
ク

シ
ー

（
お

で
か

け
号

）

大
鉄

タ
ク

シ
ー

そ
の

他

無
回

答
n
=
17

M
A

=
18

図
町

営
バ
ス
乗

車
前

の
交

通
手
段

図
町

営
バ
ス
降

車
後

の
交

通
手
段

1
8
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2
．
町

営
バ
ス
の

利
用

状
況

⑤
町

営
バ
ス
が

な
く
な
っ
た

場
合

の
代
わ

り
の

交
通
手

段

 
代

わ
り
の

交
通

手
段
は
、
「
自

動
車
（
家

族
・
知

人
等
に
よ
る
送

迎
）
」
が

約
５
割

を
占

め
て
い

る
。

 
一

方
で
、
代

わ
り
の

交
通

手
段
は

な
い

利
用

者
も
１
割

程
度

見
ら
れ
る
。

３
．
町
営
バ
ス
の

満
足

度

 
最

も
満

足
度

が
高

い
項

目
は
、
「
運

賃
設
定

、
割

引
制

度
」
で
あ
り
、
「
満

足
」
「
や
や
満

足
」
を
併

せ
る

と
過

半
数

が
満

足
し
て
い

る
。

 
最

も
満

足
度

が
低

い
項

目
は
、
「
日

中
時
間

帯
の

運
行

本
数
」
で
あ
り
、
「
不

満
」
「
や
や
不

満
」
を
併

せ
る
と
約

７
割

が
不

満
を
抱

え
て
い

る
。

 
「
始

発
便

の
時

間
」
と
「
最

終
便

の
時

間
」
の

満
足

度
を
比

べ
る
と
、
「
不

満
」
「
や
や
不

満
」
を
併

せ
た

満
足

度
は
「
始

発
便

の
時

間
」
の

方
が

高
く
過

半
数

を
占

め
て
い

る
。

 
総

合
的
な
満

足
度
は
、
満

足
し
て
い

る
回

答
よ
り
も
不

満
を
抱

え
て
い

る
回

答
の

方
が

多
く
、
「
不

満
」
「
や
や
不

満
」
を
併

せ
る
と
約

５
割

と
な
っ
て
い

る
。

図
代

わ
り
の

交
通

手
段

⑥
町

営
バ
ス
の

改
善

要
望

 
町

営
バ
ス
の

改
善

要
望
は
、
「
千

頭
・
家

山
線

を
島

田
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
乗

り
継

ぎ
し
や
す
く

し
て
ほ
し
い

」
が

過
半

数
を
占

め
て
お
り
、
島

田
市

へ
の

ア
ク
セ
ス
要

望
が

高
い

。

図
町

営
バ
ス
の

改
善

要
望

図
町

営
バ
ス
の

満
足
度

1
9

n=
17

－40－



■
調

査
概

要

■
調

査
結

果

調
査
対
象

者
お
で
か
け
号
の
利
用

者

調
査
方

法
調
査
票

を
車
内

に
留

め
置

き
し
、
郵
送
回
収

（
休
日
含

み
2
週
間
程
度

）

調
査
時

期
令
和

６
年

1
1
月

2
2
日

（
金

）
～

1
2
月

3
日

（
火

）

調
査
項

目
・
回
答
者
の
属

性
・
お
で
か
け
号
の
利
用
状

況
・
お
で
か
け
号
の
満
足

度
な
ど

回
収
状

況
1
7
票

１
．
回

答
者

の
属

性

①
年

代
、
居

住
地

 
高

齢
者

層
か
ら
の

回
答

が
多
く
、
7
0
歳

以
上

が
約

７
割

を
占

め
て
い

る
。

 
回

答
者

の
居

住
地
は
、
徳

山
が

多
い
。

お
で

か
け

号
利

用
者

ア
ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
概

要

図
年

齢

表
居

住
地

地
域

名
回

答
数

徳
山

3
千

頭
東

1
山

奈
平

1
元

藤
川

1
生

鳥
1

千
頭

1
下

長
尾

1
小

川
1

瀬
平

1
梅

地
接

岨
1

上
長

尾
1

接
岨

1
青

部
1

無
回

答
2

計
1
7

2
．
お

で
か
け
号

の
利

用
状

況

①
利

用
頻

度
・
利

用
目

的

 
利

用
頻

度
は
、
「
週

に
２
～

3
日

」
の

利
用

が
最
も
多

く
、
約

３
割

と
な
っ
て
い

る
。

 
利

用
目

的
は
、
「
買

い
物
（
日

用
品
）
」
が

約
５
割

と
最

も
多

く
、
次

い
で
「
通

院
」
が

約
３
割

と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
地

域
の

集
ま
り
等

や
通

勤
・
通

学
な
ど
幅

広
い

用
途

で
利

用
さ
れ
て
い

る
。

図
利

用
頻
度

図
利

用
目
的

11
.8

%

5.
9%

29
.4

%

52
.9

%

5.
9%

5.
9%

17
.6

%

5.
9%

17
.6

%

5.
9%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

通
勤

通
学

通
院

買
い

物
（
日

用
品

）

買
い

物
（
衣

類
や

家
電

等
）

飲
食

地
域

の
集

ま
り

等

レ
ジ

ャ
ー

そ
の

他

無
回

答
n=

1
7

M
A

=2
7

➁
往

復
で

の
利

用
状

況

 
往

復
で
の

利
用

状
況
は
、
「
往

復
で
利

用
す
る
」
が

約
７
割

と
な
っ
て
お
り
、
一

部
片

道
で
の

利
用

が
見

ら
れ
る
。

 
片

道
利

用
時

の
交

通
手

段
で
は
、
「
自

動
車

（
家

族
・
知

人
等

に
よ
る
送

迎
）
」
の

回
答

が
約

８
割

と
な
っ
て
い

る
。

 
片

道
利

用
と
な
る
理

由
は
、
「
送

迎
し
て
も
ら
え
る
か
ら
」
が

主
な
理

由
で
あ
る
。

図
往

復
で

の
利

用
状
況

図
も
う
片

方
の

移
動

手
段

図
往

復
で

利
用
し
な

い
理
由

2
0

－41－



2
．
お

で
か
け
号

の
利

用
状

況

③
お

で
か
け
号
に
乗
り
継
ぐ
交

通
手

段

 
お
で
か
け
号

利
用

時
は
他

の
交
通

手
段

に
乗

り
継

が
な
い

利
用

が
多

く
、
乗

り
継

ぐ
場

合
は
大

井
川

鐵
道
や
町

営
バ
ス
（
千

頭
・
家

山
線
）
、
大

鉄
タ
ク
シ
ー
な
ど
他

の
公

共
交

通
が

多
い

。

３
．
お
で

か
け
号
の

満
足

度

 
最

も
満

足
度

が
高

い
項

目
は
、

「
運

賃
設

定
、
割

引
制

度
」
で
あ
り
、
「
満

足
」
「
や
や
満

足
」
を
併

せ
る
と
約

６
割

が
満

足
し
て
い

る
。

 
最

も
満

足
度

が
低

い
項

目
は
、
「
早

朝
時
間

帯
の

運
行

台
数
」
で
あ
り
、

「
不

満
」
「
や
や
不

満
」
を
併

せ
る
と
約

２
割

が
不

満
を
抱

え
て
い

る
。

 
「
始

発
便

の
時

間
」
と
「
最

終
便

の
時

間
」
の

満
足

度
を
比

べ
る
と
、
「
満

足
」
「
や
や
満

足
」
を
併

せ
る

と
「
始

発
便

の
時

間
」
の

方
が

高
く
約

３
割

と
な
っ
て
い

る
。

 
総

合
的
な
満

足
度
は
、
不

満
を
抱

え
て
い

る
回

答
よ
り
も
満

足
し
て
い

る
回

答
の

方
が

多
く
、
「
満

足
」
「
や
や
満

足
」
を
併

せ
る
と
過

半
数
を
占

め
て
い

る
。

図
お

で
か
け
号

に
乗

り
継

ぐ
交

通
手
段

図
代

わ
り
の

交
通

手
段

5.
9% 11

.8
%

11
.8

%

11
.8

%

5.
9%

70
.6

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

自
転

車

原
付

・
バ

イ
ク

自
動

車
（
自

分
で

運
転

）

自
動

車
（
家

族
・
知

人
等

に
よ

る
…

大
井

川
鐵

道
（
本

線
・
井

川
線

）

路
線

バ
ス

（
閑

蔵
線

）

町
営

バ
ス

（
千

頭
・
家

山
線

）

町
営

バ
ス

（
寸

又
峡

線
）

大
鉄

タ
ク

シ
ー

そ
の

他

無
回

答

n=
1
7

M
A

=2
0

④
お

で
か
け
号

が
な
く
な
っ
た

場
合
の

代
わ
り
の

交
通

手
段

 
代

わ
り
の

交
通

手
段
は
、
「
代

わ
り
の

交
通
手

段
は

な
い

」
が

最
も
多

く
、
約

５
割

と
な
っ
て
い

る
。

図
お

で
か
け
号

の
満

足
度

2
1

n=
17

－42－



■
調

査
概

要

■
調

査
結

果

調
査
対
象

者
川
根
本
町

へ
の
来
訪

者

調
査
方

法
町
内
の
観
光
施
設

（
鉄
道
駅

や
奥
大
井
音
戯
の
郷

、
宿
泊
施
設
等

）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
を
留

め
置

き
、
郵
送
回
収

・
W
E
B
回
収

と
し
た
。

調
査
時

期
2
0
2
4
年

1
1
月

2
2
日

（
金

）
～

1
2
月

4
日

（
水

）

調
査
項

目
・
移
動
状
況

（
川
根
本
町

ま
で
の
交
通
手
段

、
町
内
の
交
通
手
段

な
ど
）

・
回
答
者
の
属
性

（
性
別

、
年
齢

、
居
住
地

、
自
家
用
車
利
用
状
況

な
ど
）

回
収
状

況
回
収
票
数

：
5
8
票

１
．
回

答
者
（
来

訪
者
）
の

属
性

①
年

代
、
居

住
地

 
年

代
は
、
2
0
代

～
7
0
代

ま
で
の

幅
広

い
年

代
か
ら
の

回
答

が
あ
っ
た
。

 
住

ま
い

は
、
神

奈
川

県
、
静

岡
県
、
東

京
都

が
多

い
。

来
訪

者
ア
ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
概

要
②

来
訪

時
間

、
滞
在

時
間
に
つ

い
て

 
町

内
に
到

着
し
た
時

間
は
、
午

前
中
が

多
く
、
特

に
9
～

1
1
時

台
が

多
い

。

 
滞

在
時

間
は
、
3
時

間
以

上
9
時

間
未

満
が

多
い

。

③
交
通

手
段
に
つ
い

て

 
川

根
本

町
ま
で
の

交
通

手
段
は
町

営
バ
ス
（
千

頭
・
家

山
線

）
、
自

動
車
（
自

分
で
運

転
・
同

乗
）
、

路
線

バ
ス
が

多
い
。

 
町

内
の

交
通

手
段
は
町

営
バ
ス
（
千

頭
・
家

山
線
）
、
大

井
川

鐵
道

、
町

営
バ
ス
（
寸

又
峡

線
）
が

多
い

。

図
年

代

2
2

図
居

住
地

25
.9

%
25

.9
%

22
.4

%
3.

4%
3.

4%
3.

4%
1.

7%
1.

7%
1.

7%
1.

7%
1.

7%
1.

7%
1.

7%
1.

7%
1.

7%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

神
奈

川
県

静
岡

県

東
京

都

埼
玉

県

愛
知

県

沖
縄

県

千
葉

県

栃
木

県

福
井

県

京
都

府

大
阪

府

三
重

県

香
川

県

岐
阜

県

無
回

答
n
=
5
8

図
来

訪
時
間

3.
4% 15

.5
%

10
.3

%

13
.8

%

19
.0

%

17
.2

%

12
.1

%

3.
4%

1.
7%

0.
0% 1.
7%

1.
7%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

6時
台

以
前

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台
以

降

無
回

答
n
=5

8

図
滞

在
時
間

0.
0%

13
.8

%

22
.4

%

24
.1

%

5.
2% 8.
6% 17

.2
%

5.
2%

1.
7%

1.
7%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

30
分

未
満

30
分

以
上

3時
間

未
満

3時
間

以
上

6時
間

未
満

6時
間

以
上

9時
間

未
満

9時
間

以
上

12
時

間
未

満

12
時

間
以

上
24

時
間

未
満

1日
以

上
2日

未
満

2日
以

上
3日

未
満

3日
以

上

無
回

答
n=

58

図
川

根
本

町
ま
で

の
交

通
手
段

6.
6%

1.
3%

1.
3%

21
.1

%

9.
2%

0.
0% 7.

9%

25
.0

%

1.
3% 11

.8
%

14
.5

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

徒
歩

自
転

車

原
付

・
バ

イ
ク

自
動

車
（
自

分
で

運
転

）

自
動

車
（
同

乗
）

大
井

川
鐵

道

路
線

バ
ス

町
営

バ
ス

（
千

頭
・
家

山
線

）

一
般

タ
ク

シ
ー

そ
の

他

無
回

答

n
=
5
8

M
A

=
7
6

図
町

内
で

の
交

通
手
段

11
.7

%

0.
0% 1.
6% 13

.3
%

5.
5%

22
.7

%

5.
5%

25
.0

%

14
.1

%

0.
8%

0.
0%

0.
0%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%1
00

%

徒
歩

自
転

車

原
付

・
バ

イ
ク

自
動

車
（
自

分
で

運
転

）

自
動

車
（
同

乗
）

大
井

川
鐵

道

路
線

バ
ス

（
閑

蔵
線

）

町
営

バ
ス

（
千

頭
・
家

山
線

）

町
営

バ
ス

（
寸

又
峡

線
）

一
般

タ
ク

シ
ー

そ
の

他

無
回

答

n
=
5
8

M
A

=
1
2
8

－43－



④
公

共
交

通
の

利
用
す
る
理

由
、
利
用

し
な

い
理

由
に
つ

い
て

 
公

共
交

通
を
利

用
し
た
理

由
と
し
て
は
「
そ
の

他
の

交
通

手
段

が
な
い

か
ら
」
「
目

的
地

へ
直

行
で

き
る
か
ら
」
「
バ
ス
停

が
近
く
に
あ
る
か
ら
」
が

多
い
。

 
公

共
交

通
を
利

用
し
な
か
っ
た
理

由
と
し
て
は
「
自

家
用

車
よ
り
も
時

間
が

か
か

る
か
ら
」
「
1
回

の
外

出
で
複

数
の

目
的

地
を
回

り
に
く
い

か
ら
」
「
利

用
し
た
い

時
間

帯
に
運

行
し
て
い

な
い

か
ら
」
が

多
い

。

⑤
大

井
川

鐵
道

の
利

用
意

向

 
大

井
川

鐵
道

が
復

旧
し
た
場

合
の

利
用

意
向

は
、
ほ
と
ん
ど
の

回
答

者
が

利
用

意
向

を
示

し
て
お

り
、
約

2
割

の
回

答
者
は
「
川

根
本

町
に
用

事
が

な
く
と
も
乗

車
し
た
い

」
と
回

答
し
て
い

る
。

⑥
新
し
い
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て

 
川

根
本

町
に
導

入
さ
れ
た
場

合
に
利

用
し
た
い

公
共

交
通

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
「
観

光
施

設
を

周
遊

す
る
バ
ス
」
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
」
「
千

頭
駅
等

の
カ
ー
シ
ェ
ア
や
レ
ン
タ

カ
ー
」
が

多
い
。

 
町

内
の

移
動
で
立

ち
寄

っ
た
施

設
は
、
奥

大
井

湖
上

駅
、
寸

又
峡

温
泉

、
夢

の
つ
り
橋

が
多

い
こ

と
か
ら
、
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
で
は
こ
れ
ら
へ
の

ア
ク
セ
ス
性

向
上

に
資

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
こ

と
が

望
ま
し
い

。

⑦
公
共

交
通

の
充

実
に
よ
る
効

果

 
公

共
交

通
が

充
実
し
て
い

た
場

合
の

変
化

と
し
て
は
、

「
町

内
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
も
っ
と
楽

し
ん
で
い

た
」
「
町

内
の

飲
食

店
を
も
っ
と
楽

し
ん
で
い

た
」
「
宿

泊
施

設
を
選

ぶ
際

の
選

択
肢

が
広

が
っ
た
」
が

多
い
。

2
3

図
公

共
交

通
を

利
用
し
た

理
由

31
.5%

8.2
%

4.1
%

4.1
%

32
.9%

1.4
% 4.1
% 12

.3%

1.4
%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

目
的

地
へ

直
行

で
き

る
か

ら

バ
ス

停
が

近
くに

あ
る

か
ら

運
賃

が
安

い
か

ら

利
用

し
た

い
時

間
帯

に

運
行

し
て

い
る

か
ら

そ
の

他
の

交
通

手
段

が
な

い
か

ら

お
酒

を
飲

む
予

定
だ

か
ら

回
数

券
や

フ
リ

ー
パ

ス

が
便

利
だ

か
ら

そ
の

他

無
回

答
n=

39
M

A=
73

図
大

井
川

鐵
道

の
利

用
意
向

図
川

根
本

町
に
導

入
さ

れ
た

場
合
に

利
用
し
た

い
公

共
交

通
サ
ー
ビ
ス

21
.7

%

25
.3

% 39
.8

%

3.
6%

1.
2% 8.

4%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%1
00

%

千
頭

駅
等

の
カ

ー
シ

ェ
ア

や

レ
ン

タ
カ

ー

レ
ン

タ
サ

イ
ク

ル
・

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル

観
光

施
設

を
周

遊
す

る
バ

ス

タ
ク

シ
ー

そ
の

他

無
回

答
n
=
5
8

M
A

=
8
3

図
川

根
本

町
内

で
立
ち
寄

っ
た

施
設

9.
1%

3.
0%

20
.6

%

0.
6%

21
.8

%

9.
7%

9.
7% 13

.9
%

0.
6% 6.

1%

1.
2% 3.
0%

0.
6%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%1
00

%

接
岨

峡
温

泉

白
沢

温
泉

も
り

の
い

ず
み

寸
又

峡
温

泉

ふ
れ

あ
い

温
泉

ス
タ

ン
ド

奥
大

井
湖

上
駅

奥
大

井
音

戯
の

郷

フ
ォ

ー
レ

な
か

か
わ

ね
茶

茗
舘

夢
の

つ
り

橋

な
か

か
わ

ね
三

ツ
星

天
文

台

長
島

ダ
ム

ふ
れ

あ
い

館

キ
ャ

ン
プ

場

そ
の

他

無
回

答

n=
58

M
A

=1
65

図
公

共
交

通
が

充
実
し
て
い

た
場

合
の

変
化

46
.0%

20
.0

%

3.
0%

3.
0% 9.

0%

1.
0% 10

.0
%

5.
0%

3.
0%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

町
内

の
観

光
ス

ポ
ッ

ト

を
も

っ
と

楽
し

ん
で

い
た

町
内

の
飲

食
店

を

も
っ

と
楽

し
ん

で
い

た

自
家

用
車

で
来

な
か

っ
た

レ
ン

タ
カ

ー
を

借
り

な
か

っ
た

滞
在

日
数

を
延

ば
し

て
、

町
を

よ
り

楽
し

む
こ

と
が

で
き

た

地
元

の
人

々
と

交
流

す
る

機
会

が
増

え
た

宿
泊

施
設

を
選

ぶ
際

の
選

択
肢

が

広
が

っ
た

特
に

大
き

な
変

化
は

な
い

と
思

う

無
回

答

n=
58

N
A

=1
00

図
公

共
交

通
を

利
用
し
な

か
っ
た

理
由

32
.0

%

0.
0%

0.
0%

0.
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24
.0
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24
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%
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自
家

用
車

よ
り

も

時
間

が
か

か
る

か
ら

バ
ス

停
が

近
く
に

な
い

か
ら

駅
が

近
く
に

な
い

か
ら

運
賃

が
高

い
か

ら

1回
の

外
出

で
複

数
の

目
的

地
を

回
り

に
く
い

か
ら

利
用

し
た

い
時

間
帯

に

運
行

し
て

い
な

い
か

ら

自
転

車
で

行
け

る
か

ら

そ
の

他

無
回

答
n
=
1
9

M
A

=
2
5

－44－



＜
地

域
特

性
＞

 
高

齢
化

が
進

行
し

て
お

り
、

町
民

の
約

半
数

が
高

齢
者
と

な
っ

て
い
る

。

 
年

間
3
5
万

人
ほ

ど
の

観
光

来
訪

者
が

訪
れ

て
お

り
、

重
要

な
産

業
と

な
っ

て

い
る

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
流

行
前

の
数

値
）

。

＜
移

動
実

態
＞

 
あ

ら
ゆ

る
用

事
に

お
い

て
、

自
家

用
車

の
利

用
率

が
高
い

。

 
あ

ら
ゆ

る
用

事
に

お
い

て
、
島

田
市

な
ど

町
外

へ
の

移
動
が

み
ら

れ
て

い
る

。

 
高

齢
者

の
買

物
先

は
町

内
（

魚
勇

な
ど

）
が

多
い

。

 
買

物
・

通
院

に
出

か
け

る
時

間
帯

は
、

ど
ち

ら
も

午
前
中

が
多

い
。

 
連

続
で

運
転

で
き

る
距

離
は

、
高

齢
に

な
る

ほ
ど

短
く
な

り
、

運
転
を

負
担

に
感

じ
る

高
齢

者
も

多
い

。

＜
公

共
交

通
の

運
行

状
況

・
利

用
状

況
・

利
用

意
向

＞

 
町

外
へ

の
移

動
を

支
え

て
い

る
大

井
川

鐵
道

が
運

休
し
て

い
る

。

 
町

内
施

設
ま

で
公

共
交

通
サ

ー
ビ

ス
で

移
動

し
に

く
い
状

況
も

み
ら
れ

る
。

 
交

通
事

業
者

に
お

い
て

は
、

ド
ラ

イ
バ

ー
不

足
や

ド
ラ
イ

バ
ー

の
高
齢

化
を

抱
え

て
い

る
。

 
ス

ク
ー

ル
バ

ス
や

外
出

支
援

サ
ー

ビ
ス

事
業

、
移

動
ス
ー

パ
ー

（
マ
ッ

ク
ス

バ
リ

ュ
、

と
く

し
丸

）
が

運
行

し
て

い
る

。

 
地

域
主

体
の

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

の
担

い
手

が
一

定
程
度

確
認

さ
れ
た

。

＜
公

共
交

通
の

価
値

＞

 
住

み
続

け
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

と
し

て
「

公
共

交
通
機

関
の

充
実
度

」
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
「

公
共

交
通

機
関

が
充

実
し

て
い

な
い
こ

と
」

が
暮

ら
し

に
く

い
と

感
じ

る
要

因
と

な
っ

て
い

る
。

 
公

共
交

通
の

充
実

に
よ

っ
て

、
「

送
迎

に
頼

ら
ず

に
外
出

で
き

る
よ
う

に
な

る
」

「
進

学
先

の
選

択
肢

が
増

え
る

」
や

「
町

内
の

観
光

ス
ポ

ッ
ト
を

も
っ

と
た

く
さ

ん
周

れ
る

」
と

回
答

が
あ

っ
た

。

川
根

本
町

地
域

公
共

交
通

の
課

題
（

案
）

①
交

通
弱

者
（

高
齢

者
・
こ

ど
も

等
）

の
暮

ら
し

を
支

え
る

移
動

サ
ー
ビ

ス
の

維
持

⇒
高

齢
者

の
町

内
・

町
外

へ
の

買
物

を
支

え
る

⇒
高

齢
者

の
町

内
・

町
外

へ
の

通
院

を
支

え
る

⇒
中

学
生

の
通

学
手

段
（

ス
ク

ー
ル

バ
ス

な
ど

）
の

維
持

②
町

外
へ

の
移

動
手

段
の
確

保

⇒
島

田
市

へ
の

移
動

手
段

の
確

保
・

維
持

⇒
大

井
川

鐵
道

復
旧

の
推

進

③
町

内
の

商
業

施
設

・
医
療

施
設

等
へ

の
移

動
手

段
の

維
持

⇒
特

に
午

前
中

に
お

け
る

買
物

手
段

・
通

院
手

段
の

維
持

④
人

手
不

足
を

踏
ま

え
た
町

内
輸

送
資

源
の

フ
ル

活
用

⇒
地

域
ド

ラ
イ

バ
ー

の
活

用

⑤
町

内
輸

送
資

源
の

役
割
分

担
に

よ
る

運
行

効
率

化

⑥
ま

ち
づ

く
り

（
観

光
・
商

業
・

定
住

等
）

と
公

共
交

通
の

連
携

⇒
観

光
周

遊
に

利
用

で
き

る
交

通
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

⇒
町

内
商

業
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

の
向

上

⇒
町

外
へ

の
通

学
負

担
の

軽
減

川
根

本
町

が
目

指
す

ま
ち

の
姿

 
総

合
計

画
で

は
、

ま
ち

づ
く

り
の

将
来

像
を

「
水

と
森
の

番
人

が
創
る

癒
し

の
里

川
根

本
町

～
豊

か
な

自
然

、
お

茶
と

温
泉

に
彩

ら
れ

た
、

だ
れ

も
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ふ
る

さ
と

～
」

と
し

、
施

策
の

中
に

も
「

公
共

交
通

機
関

の
維

持
・

充
実
」

を
位

置
付

け
て

い
る

。

川
根

本
町

地
域

公
共

交
通

の
現

状

川
根

本
町

地
域

公
共

交
通

の
課

題
（

案
）

１

資
料
３
－
２
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暮
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
を
み

ん
な
で
支

え
る

持
続

可
能

な
公

共
交

通
サ

ー
ビ
ス

基
本

理
念

（
案

）

①
町

内
の
お
で
か
け
を
支

え
る
公

共
交

通
サ

ー
ビ
ス
の

提
供

日
常
の
お
買
い
物
や
通
院
を
支
え
る
た

め
、

自
宅
か

ら
町
内
の
商
業
施
設
・
医
療
施
設
へ

の
ア
ク

セ
ス

を

お
で
か
け
を
支
え
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

特
に
高
齢
者
や
中
高
生
等
の
交
通
弱

者
の
移

動
を

支

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

②
町

外
へ

の
お
で
か
け
を
支

え
る
公

共
交

通
サ

ー
ビ
ス

の
提

供

島
田
市
方
面
へ
の
買
物
や
通
院
を
支

え
る
た

め
、

町

外
に
ア
ク
セ
ス
す
る
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
を

提
供

し

ま
す
。

③
関

係
者

間
連

携
に
よ
る
一

体
的

な
公

共
交

通
サ

ー
ビ

ス
の
提

供

町
・
交
通
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
地

域
住
民

や
そ

の

他
関
係
者
（
移
動
ス
ー
パ
ー
等
）
が

連
携
し

て
、

地

域
の
皆
さ
ん
の
移
動
を
支
え
ま
す
。

④
ま
ち
づ
く
り
を
支

え
る
公

共
交

通
サ

ー
ビ
ス
の
提

供

観
光
振
興
、
商
業
活
性
化
、
移
住
定

住
等
の

他
分

野

に
影
響
を
与
え
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
を
提

供
し

ま

す
。

施
策

①
広

域
交

通
の
維

持
・
拡

充

・
大

井
川

鐵
道

復
旧

の
支

援

⇒
関
係
者
と
の
協
議

・
大

井
川

鐵
道

の
利

用
促

進
【

復
旧

後
】

⇒
町
民
割
引
な
ど

・
町

営
バ

ス
の

維
持

・
向

上

・
そ

の
他

交
通

サ
ー

ビ
ス

の
研

究

⇒
島
田
駅
直
行
バ
ス
の
検
討

⇒
町
外
送
迎
の
活
用

な
ど

施
策

②
町

内
交

通
の
充

実

・
お

で
か

け
号

の
維

持
・

向
上

⇒
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
統
合

⇒
施
設
送
迎
と
の
統
合

・
そ

の
他

交
通

サ
ー

ビ
ス

の
研

究

⇒
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

⇒
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
な
ど

施
策

③
交

通
・
ま
ち
づ
く
り
の
連

携

・
交

通
サ

ー
ビ

ス
同

士
の

連
携

強
化

⇒
町
内
交
通
同
士
の
ダ
イ
ヤ
調
整
等

⇒
町

外
交

通
（

島
田

市
コ

ミ
バ

ス
等

）

と
の

ダ
イ

ヤ
調

整

・
交

通
と

施
設

の
連

携
強

化

⇒
企
画
乗
車
券
の
検
討
・
導
入

⇒
移
動
ス
ー
パ
ー
と
の
役
割
分
担

⇒
観

光
施

設
へ

の
乗

り
入

れ

・
関

係
者

間
会

議
の

定
期

開
催

⇒
地
域
公
共
交
通
会
議
の
開
催

施
策

④
公

共
交

通
の
利

用
促

進

・
情

報
発

信
の

強
化

⇒
中

高
生

：
「

送
迎

に
頼

ら
ず

移
動

で
き

る
こ

と
」

等
を

訴
求

⇒
高

齢
者

：
「

外
出

支
援

サ
ー

ビ
ス

」
を

周
知

⇒
お

で
か

け
号

の
運

行
内

容
・

使
い

方
を

周
知

・
利

用
機

会
の

創
出

⇒
無
料
デ
ー
の
継
続
実
施

施
策

・
事

業
（

イ
メ

ー
ジ

）

計
画

目
標

（
案

）

２

川
根

本
町

地
域

公
共

交
通

の
方

向
性

（
案

）
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川
根
本
町
地
域
公
共
交
通
会
議

1

令
和
６
年
１
月
９
日
設
置

調
査
事
業
（
計
画
策
定
）

令
和
７
年
９
月

地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
予
定

令
和
６
年
度

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
に
関
す
る
自
己
評
価
概
要
（
全
体
）

中
部
様
式

（
調
査
事
業
）

－51－

令
和

６
年

12
月

25
日

時
点



■
大
井
川
鐵
道
の
運
休
を
受
け
、
島
田
市
へ
の
移
動
支
援

を
目
的
と
し
て
、
令
和
５
年

10
月
よ
り
町
営
バ
ス
千

頭
・
家
山
線
の
運
行
を
開
始
し
た
。

■
町
内
の
お
出
か
け
を
支
え
る
た
め
、
町
内
全
域
で
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
「
お
で
か
け
号
」
が
運
行
し
て
い
る
。

A.
地
域
公
共
交
通
調
査
事
業
の
必
要
性

調
査
の
背
景
お
よ
び
必
要
性

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
メ
ー
ジ

2

■
令
和
４
年
台
風
１
５
号
の
被
害
に
よ
り
大
井
川
鐵
道
の
町
内

区
間
が
運
休
し
て
い
る
。
今
後
の
運
行
再
開
等
を
踏
ま
え
町

の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
効
率
的
な
公
共
交
通
体

系
の
構
築
が
必
要
。

■
川
根
本
町
内
の
移
動
手
段
は
、
地
域
公
共
交
通
の
主
軸
で
あ

る
大
井
川
鐵
道
の
代
替
え
と
し
て
、
既
設
の
町
営
バ
ス
路
線

を
見
直
し
、
令
和
５
年

10
月
か
ら
町
営
バ
ス
千
頭
・
家
山
線

を
運
行
開
始
。
そ
の
他
に
町
営
バ
ス
１
路
線
（
寸
又
峡
線
）
、

町
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
３
台
、
民
営

タ
ク
シ
ー
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
を
展
開
。

■
川
根
本
町
の
総
合
計
画
で
は
、
快
適
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ふ
る
さ
と
の
実
現
に
向
け
、
だ
れ
も
が
快
適
に
安
心
し
て
利

用
で
き
る
交
通
体
系
を
整
備
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

■
鉄
道
の
町
内
区
間
運
休
の
影
響
で
新
た
な
運
行
形
態
と
な
っ

た
町
営
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、
利
用
者
の

満
足
度
や
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
調
査
が
必
要
。

■
町
民
や
来
訪
者
の
移
動
ニ
ー
ズ
や
交
通
事
業
者
の
運
行
意
向

な
ど
を
把
握
し
、
本
町
に
と
っ
て
望
ま
し
い
地
域
公
共
交
通

の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
。

島
田

市

静
岡

市

－52－



B.
地
域
公
共
交
通
調
査
事
業
の
内
容
と
結
果

事
業
内
容

結
果
概
要

１
.公
共
交
通
の
現
状
把
握

①
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
状
況

・
移
動
に
関
す
る
困
り
ご
と

・
交
通
交
通
に
対
す
る
意
見
・
要
望

時
期
︓
令
和
６
年
１
０
月
３
日
、
４
日

参
加
者
︓

28
人
（
２
会
場
合
計
）

・
外
出
手
段
は
自
家
用
車
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る
人
は
少
な
い
。

・
日
常
的
な
買
い
物
、
通
院
は
町
内
で
完
結
し
て
い
る
。

・
子
ど
も
（
高
校
生
）
を
家
山
駅
や
島
田
駅
方
面
ま
で
送
迎
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。

・
近
距
離
の
移
動
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
。

・
子
供
た
ち
が
行
き
た
い
場
所
に
行
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
。

・
公
共
交
通
の
充
実
が
定
住
促
進
や
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

②
関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況

・
交
通
事
業
者
が
抱
え
る
課
題

・
来
訪
者
の
移
動
で
の
困
り
ご
と

・
移
動
ス
ー
パ
ー
の
継
続
意
向

調
査
対
象
︓
交
通
事
業
者
、
川
根
本
町
観
光
協
会
、

移
動
ス
ー
パ
ー
事
業
者

・
交
通
事
業
者
は
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
に
苦
し
ん
で
い
る
。

・
来
訪
者
は
、
町
内
で
の
移
動
手
段
に
苦
労
し
て
い
る
。

・
家
山
駅
ま
で
Ｓ
Ｌ
で
来
た
観
光
客
が
、
千
頭
駅
ま
で
移
動
す
る
時
間
帯
の
バ
ス
が
な
い
。

・
移
動
ス
ー
パ
ー
は
、
予
想
よ
り
売
り
上
げ
が
多
く
、
今
後
も
事
業
を
継
続
し
て
い
く
予
定
。

２
.各
種
ニ
ー
ズ
調
査

①
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

・
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
状
況

・
公
共
交
通
の
利
用
状
況

・
公
共
交
通
全
般
に
対
す
る
意
見
・
要
望

時
期
︓
令
和
６
年
１
１
月
１
８
日
〜
１
１
月
２
６
日

対
象
︓
町
内
全
世
帯
（

2,
68

1世
帯
）

回
収
率
︓

48
.7
%
（

1,
30

6票
）

・
免
許
証
を
約
８
割
の
方
が
所
有
し
、
外
出
手
段
は
自
家
用
車
利
用
が
浸
透
し
て
い
る
。

・
大
井
川
鐵
道
が
復
旧
し
た
場
合
の
利
用
条
件
と
し
て
、
運
賃
、
運
行
本
数
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
方
が
多
い
。

・
町
営
バ
ス
は
、
約
６
割
の
方
が
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
。

・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
約
２
割
の
方
に
し
か
利
用
方
法
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。

・
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
「
利
用
し
た
い
」
が
約
２
割
、
「
利
用
し
た
く
な
い
」
が

約
３
割
が
回
答
。

・
公
共
交
通
が
充
実
す
る
な
ら
多
少
の
財
政
負
担
の
増
は
仕
方
な
い
と
、
約
４
割
の
方
が
回

答
。

実
施
し
た
調
査
お
よ
び
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
（
そ
の
１
）

3
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B.
地
域
公
共
交
通
調
査
事
業
の
内
容
と
結
果

事
業
内
容

結
果
概
要

２
.各
種
ニ
ー
ズ
調
査
（
つ
づ
き
）

②
中
高
生
ア
ン
ケ
ー
ト

・
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
状
況

・
公
共
交
通
の
充
実
に
よ
る
効
果

・
公
共
交
通
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

時
期
︓
令
和
６
年
１
１
月
１
６
日
〜
１
１
月
２
９
日

対
象
︓
町
内
中
学
生
（

96
人
）

川
根
高
校
生
（

81
人
）

回
収
率
︓

77
.4
%
（

13
7票
）

●
中
学
生

・
通
学
以
外
の
外
出
で
の
交
通
手
段
は
、
自
家
用
車
（
家
族
等
送
迎
）
が
約
７
割
で
あ
る
。

・
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
で
、
進
路
の
選
択
肢
が
増
え
る
と
考
え
て
い
る
生
徒
が
多
い
。

●
高
校
生

・
通
学
以
外
の
外
出
の
目
的
は
、
買
い
物
が
７
割
を
占
め
て
い
る
。

・
公
共
交
通
を
利
用
し
な
い
理
由
と
し
て
、
運
賃
が
高
い
、
利
用
し
た
い
時
間
帯
に
便
が
な

い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

③
公
共
交
通
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

・
公
共
交
通
の
利
用
状
況

・
利
用
満
足
度

時
期
︓
令
和
６
年
１
１
月
２
２
日
〜
１
２
月
３
日

対
象
︓
町
営
バ
ス
利
用
者

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利
用
者

回
収
率
︓

34
票

●
町
営
バ
ス

・
利
用
目
的
は
、
通
勤
・
通
学
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

・
日
中
時
間
帯
の
運
行
本
数
に
、
約
７
割
が
不
満
を
抱
え
て
い
る
。

・
改
善
要
望
は
、
島
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ
の
し
や
す
さ
が
６
割
で
あ
る
。

●
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

・
利
用
者
の
７
割
は
、

70
歳
以
上
の
方
で
あ
る
。

・
週
に
２
〜
３
日
の
利
用
が
最
も
多
く
３
割
で
あ
る
。

・
総
合
的
な
満
足
度
は
、
不
満
を
抱
え
て
い
る
よ
り
満
足
し
て
い
る
回
答
の
方
が
多
い
。

３
.デ
ー
タ
の
整
理
・
分
析

・
あ
ら
ゆ
る
用
事
に
お
い
て
島
田
市
な
ど
の
町
外
へ
の
移
動
が
み
ら
れ
る
。

・
特
に
高
齢
者
は
、
日
常
的
な
外
出
（
買
い
物
、
通
院
）
は
町
内
で
済
ま
せ
て
い
る
。

・
町
内
施
設
ま
で
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
移
動
し
に
く
い
状
況
が
み
ら
れ
る
。

・
交
通
事
業
者
に
お
い
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
を
抱
え
て
い
る
。

・
公
共
交
通
の
充
実
に
よ
っ
て
、
送
迎
の
負
担
軽
減
や
中
学
生
の
進
路
先
の
選
択
肢
増
など

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

４
.地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
け
る

協
議
・
報
告

・
計
画
策
定
に
向
け
た
事
業
計
画
や
各
種
ニ
ー
ズ
調
査
、
計
画
素
案
等
を
地
域
公
共
交
通
会

議
で
協
議
・
報
告
（
第
１
回
会
議
︓
令
和
６
年
１
０
月
、
第
２
回
会
議
︓
令
和
６
年
１
２

月
、
第
３
回
会
議
︓
令
和
７
年
３
月
（
予
定
）
）

実
施
し
た
調
査
お
よ
び
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
（
そ
の
２
）

4
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C.
地
域
公
共
交
通
調
査
事
業
の
結
果
の
活
用

調
査
結
果
の
地
域
公
共
交
通
計
画
へ
の
反
映

5

■
あ
ら
ゆ
る
用
事
に
お
い
て
島
田
市
な
ど
の
町
外
施
設
へ
の
移
動
が
み
ら
れ
る
が
、
利
用
で
き
る

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
運
行
本
数
、
運
行
時
間
帯
等
に
不
満
が

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
（
島

田
駅
へ
の
直
行
バ
ス
等
）
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

■
日
常
的
な
用
事
を
町
内
で
済
ま
せ
て
い
る
高
齢
者
や
町
内
で
の
移
動
を
家
族
の
送
迎
に
頼
っ
て

い
る
児
童
生
徒
が
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
な
ど
を
認
知
し
て
い
る
割
合
が
低
い
た

め
、
情
報
発
信
の
強
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

■
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
な
い
来
訪
者
は
町
内
で
の
移
動
手
段
に
苦
労
し
て
い
る
が
、

民
営
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
の
問
題
を
抱
え
て
お
り

運
行
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
新
た
な
公
共
交
通
（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

等
）
の
導
入
を
検
討
す
る
。
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